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序章
本書では、Cognex MVS-8120フレームグラバについて説明します。本書は次の章に分かれて
います。

• 第 1章「Cognex MVS-8120の インストール」では、MVS-8120の設定方法と取り付け方法
について説明します。

• 第 2章「Cognex MVS-8120の ハードウェア」では、MVS-8120に関する環境および電源
の条件、機械的および電気的仕様、さらに電気的インタフェースについて詳しく説明し
ます。 

• 第 3章「Cognexビデオモジュールと カメラ」では、MVS-8120用の CVMと、使用可能
なカメラの接続方法について説明します。

• 第 4章「Cognexパラレル I/Oボード」では、MVS-8120用のパラレル I/Oボードについ
て説明します。

• 第 5章「Cognex外部 I/Oモジュール」では、MVS-8120用の外部 I/Oモジュールについ
て説明します。
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序章 
表記規約
本書では、次の表記法を使用します。

boldface（太字） C/C++キーワード、関数名、クラス名、構造体、列挙型、
型、およびマクロを示します。また、ボタン名、ダイア
ログボックス名、およびメニューの選択肢などのユーザ
インタフェースの要素も示します。

Italic（斜体） 変数名、データメンバ、引数、列挙型、定数、プログラ
ム名、およびファイル名を示します。本のタイトル名、
章および節のタイトル名にも使われます。強調として使
う場合もあります。

courier（クーリエ体） C/C++ コードのプログラム例およびプログラムの出力例
を示します。

courier（太字クーリエ体） コマンドセッションの説明において、ユーザが入力する
コマンドを示すために使います。

<Italic> <Tab>や <Enter>など、キーボードのキーを示す場合に、
角かっこと斜体を使います。
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  序章
弊社所在地
当社のサービスは、以下の各営業所および本社で行っています。

▼ コグネックス株式会社　本社

〒 113-6591 
東京都文京区本駒込 2-28-8　文京グリーンコート 23階

TEL：03-5977-5400 （代表）
FAX：03-5977-5401（代表）

▼ コグネックス株式会社　大阪営業所

〒 532-0003 
大阪府大阪市淀川区宮原 4-5-36　セントラル新大阪ビル 3階

TEL：06-4807-8201
FAX：06-4807-8202

▼ コグネックス株式会社　名古屋営業所

〒 451-0045 
愛知県名古屋市中村区名駅 3-11-22　IT名駅ビル 4階

TEL：052-569-5900
FAX：052-581-7760

▼ コグネックス株式会社　仙台営業所

〒 980-0822 
宮城県仙台市青葉区立町 27-21　仙台橋本ビルヂング 10階

TEL：022-711-1971
FAX：022-711-1982

▼ コグネックス株式会社　福岡営業所

〒 812-0013 
福岡県福岡市博多区博多駅東 1-18-25　第五博多偕成ビル 5階

TEL：092-432-7741
FAX：092-412-3590

▼ Cognex Corporation 本社

One Vision Drive, Natick, MA 
01760-2059 U.S.A.

TEL：+1-508-650-3000
FAX：+1-508-650-3333
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序章 
日本語マニュアルについて
このマニュアルは、日本における多くのユーザが、コグネックスの製品を使用するにあたっ
て役立つように企画されたものです。

技術的に正確な訳となるよう努力していますが、原本とのバージョンの違いやリリース時期
に完全に対応していませんので、この日本語マニュアルは参考資料としてお使いください。

内容に疑問が生じた場合は、まず英語の原本のマニュアルも併せてご参照ください。

不明な点については、弊社テクニカルサポートまでご連絡ください。

テクニカルサポートの連絡先は次の通りです。

コグネックス株式会社

〒 113-6591 
東京都文京区本駒込 2-28-8　文京グリーンコート 23階

サポートホットライン：03-5977-5410 （月～金：9:00～ 17:30）
E-mail：ckk_support@japan.cognex.com
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1
Cognex MVS-8120の
インストール
この章では、ホスト PCに Cognex MVS-8120フレームグラバとハードウェア部品を取り付け
る方法について説明します。

この章には次の節があります。

• p.12の「インストールの条件」では、PCに Cognex MVS-8120フレームグラバを取り付け
る方法について説明します。

• p.14の「MVS-8120ハードウェアを取り付ける」では、PCに MVS-8120システムの部品
を取り付けるときの注意点、チェックリスト、および手順について説明します。
Cognex MVS-8120ハードウェアマニュアル  11



Cognex MVS-8120の インストール 1
インストールの条件
MVS-8120 フレームグラバは、32ビットのユニバーサル電圧 PCIバスカードです。5 Vまた
は3.3 VのPCI信号をサポートしているPCIスロットに取り付けることができます。 MVS-8120
フレームグラバには、+5 V、+12 V、および -12 V DCの電圧が必要です。 

ホスト PCの条件

MVS-8120を取り付けるには、ホスト PCが次の条件を満たしている必要があります。

• マザーボードの PCI チップセットが PCI 2.1 仕様に完全に準拠していること。Pentium
MMX、Celeron、Pentium II、および Pentium IIIの CPUをサポートしている Intel製チッ
プセットが搭載されたマザーボードは、この仕様に準拠していることが確認されていま
す。Cognex では、Intel 製以外のチップセットを搭載したマザーボードについてはテス
トしていません。

• MVS-8120用の 1つの空き PCIスロット（2/3サイズ )

• Cognexソフトウェアのインストールに必要な CD-ROMドライブ 1台。ネットワーク経
由でアクセスできる CD-ROMドライブでもかまいません。

使用する Cognex ソフトウェアによっては、他にも必要となる条件がある場合があります。
Cognexソフトウェアのリリースノートで、次のソフト条件を確認してください。

• 推奨する CPU速度

• ホストオペレーティングシステム（サポートされているサービスパックのリリースレベ
ルを含む）

• サポートされているビデオカード

• デスクトップの色の数（表示可能な色の数）

• デスクトップのサイズ（画面の幅×高さで示されるピクセル数）

• マウスなどの他のポインティングデバイス
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1  Cognex MVS-8120の インストール
最大フレームレートの条件

MVS-8120 は、Windows オペレーティングシステムの制御下でビデオ出力を表示します。
MVS-8120 フレームグラバは高解像度ビットマップを生成し、PCI バスを介して高解像度
SVGAディスプレイに表示します。 

Cognexソフトウェアは、次に示す 2つの方法でMVS-8120から画像を転送することができます。

• MVS-8120 からシステムメモリへ、さらにシステムメモリからビデオディスプレイアダ
プタへ

• PCIバスダイレクトメモリアクセス (DMA)転送を使用して、MVS-8120から直接ビデオ
ディスプレイアダプタへ

DMA転送をサポートするには、ホスト PCとビデオディスプレイアダプタは次の条件を満た
していなければなりません。

1. ホスト PC のマザーボード上の PCI チップセットは PCI 2.1 仕様に準拠している必要が
あります。これについては、後述の「PCI 2.1準拠」で詳しく説明します。 

2. ビデオディスプレイアダプタとそのデバイスドライバは、Microsoft社の DirectX仕様の
バージョン 3.0以降に準拠し、アダプタはハードウェアブリッティングをサポートして
いる必要があります。

3. ビデオディスプレイアダプタは、十分なオフスクリーンビデオメモリを持ち、ディスプ
レイ画像のハードウェアブリッティングができる必要があります。4 MB のビデオメモ
リを持つアダプタがこの条件を満たします。

4. ホスト PCに 2つ以上の PCIバスがあるときは、ディスプレイアダプタはMVS-8120と
同じバスに接続しなければなりません。 

5. PCI バスは、ネットワークまたは SCSI カードなどの PCI アダプタからの要求で飽和し
てはなりません。

MVS-8120 に使用するビデオディスプレイアダプタについては、弊社のセールスエンジニア
にお問い合わせください。

PCI 2.1準拠

MVS-8120 からビデオディスプレイアダプタに画像を DMA 転送するには、ホスト PC のマ
ザーボードが PCIローカルバス規格バージョン 2.1（PCI 2.1仕様）に準拠している必要があ
ります。 

EIDEハードディスクコントローラとプラグ＆プレイ仕様をサポートするほとんどの 1996年
以降製造のマザーボードは、PCI 2.1仕様に準拠しています。Pentium MMX、Celeron、Pentium
II、および Pentium III の CPU をサポートしている Intel 製チップセットが搭載されたマザー
ボードは、この仕様に準拠していることが確認されています。Intel製以外のチップセットを
搭載したマザーボードはテストしていません。
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Cognex MVS-8120の インストール 1
MVS-8120ハードウェアを取り付ける
この節では、MVS-8120 フレームグラバとハードウェア部品の取り付け方法と接続方法につ
いて説明します。 

内蔵ハードウェアの取り付け位置

MVS-8120フレームグラバは、PCI仕様に定義されているショートサイズの PCIカードです。
MVS-8120 システムは、どの向きに取り付けてもかまいませんが、オーバヒートの原因とな
る熱の蓄積や空気流の妨げとならないように方向を調整しなければなりません。 

図 1は、一般的なMVS-8120フレームグラバシステムの部品取り付け位置を示しています。

 図 1. MVS-8120システムの部品取り付け位置

PCIまたは ISAスロット

AGPスロット

パラレル I/O

補助 I/O &

コネクタ

MVS-8120ボード

ライトポート
コネクタ

ビデオディスプレイ
アダプタ

PCIスロット

および
ベースボード

パラレル I/Oボード

CVMカメラコネクタ

CVMモジュール
パラレル I/Oケーブル

（コネクタの構成は、取り付けられた
CVMモジュールによって異なる）
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1  Cognex MVS-8120の インストール
部品を取り付ける

表 1は、MVS-8120の部品を取り付ける手順の概要を示しています。 

MVS-8120フレームグラバを取り付ける

MVS-8120 フレームグラバをホストコンピュータの PCI バススロットに取り付けます。p.14
の図 1は一般的なシステムの位置を示しています。 

注意 静電気放電 (ESD) が発生すると、Cognex ハードウェアの電子部品が損傷する場合が
あります。電子部品を取り扱うときは、接地した静電気防止リストストラップの使用
をお勧めします。

MVS-8120を取り付ける手順は次の通りです。 

1. ホスト PCの電源を切り、電源コードをコンセントから抜いて、筐体カバーを外します。

2. 空いている PCIスロットにMVS-8120を挿入して、ネジでバックパネルに取り付けます。

3. PCに電源を入れる前に、必要に応じてカメラを接続します。 

4. PCに電源を入れ、続行する前に必要に応じてテストを行います。 

部品 インストール位置

MVS-8120フレームグラバ PC マザーボード上の空いている PCI スロットに挿入
します（p.15 の「MVS-8120 フレームグラバを取り付
ける」を参照）。

パラレル I/Oボード 空いているスロット位置に取り付けます（p.16の「パ
ラレル I/Oボードを取り付ける」を参照）。 

リボンケーブル
（ベースボードパラレル
I/Oケーブル）

MVS-8120 の 40 ピンパラレル I/O ポートとパラレル
I/Oボードを接続します。

外部電源ケーブル
(P/N: 300-0175)

パラレル I/Oボードの J4ポートと PCの +12 V電源を
接続します。

サポートされている PCI
またはAGPベースのビデオ
ディスプレイアダプタ

メーカによって指定されている指示に従って取り付
けおよび設定を行います。

表 1. MVS-8120の部品を取り付ける
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Cognex MVS-8120の インストール 1
パラレル I/Oボードを取り付ける

パラレル I/O ボードをホスト PC のスロット位置に取り付けます。p.14 の図 1 は一般的なシ
ステムのスロットの位置を示しています。 

注 MVS-8120 フレームグラバのパラレル I/O ボードには、3 つの異なる構成があります。
取り付けを始める前に、p.78 の「パラレル I/O ボードの構成」の説明に従って取り付
けるボードの構成を決めてください。

パラレル I/Oボードを取り付ける手順は次の通りです。

1. ESD対策として、接地されている静電気放電リストストラップを腕に巻きます。 

2. ホスト PCの電源を切り、電源コードをコンセントから抜いて、筐体カバーを外します。

3. 照明制御構成の場合のみ、希望するトリガソースに合わせてジャンパ J2を設定します。
他のボード構成の場合は、次の手順に進んでください。  

J2ジャンパ設定の効果については、p.83の「OPTO/TTLトリガ選択ジャンパ」を参照し
てください。 ジャンパ位置については、p.80の「Cognexパラレル I/Oボードのレイアウ
ト」を参照してください。

4. 空いているスロット位置にパラレル I/Oボードを挿入して、ネジでバックパネルに取り
付けます。ボードはバスに接続しないので注意してください。

5. MVS-8120 の 40 ピンパラレル I/O ポートとパラレル I/O ボードの 40 ピンパラレル I/O
ポートを Cognex ベースボードパラレル I/Oリボンケーブル (P/N: 300-0133)で接続しま
す。ケーブルコネクタにはキーが付いており、適合するコネクタのみ挿入できるように
なっています。 

J2ジャンパ位置 ライトコントロールトリガソース

ジャンパなし、またはピン 2とピン 3を短絡
（TTL TRIG位置）

TTL入力

ピン 1とピン 2を短絡（OPTO TRIG位置） 光絶縁型入力

表 2. ライトコントロール構成の OPTO/TTLジャンパ設定
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1  Cognex MVS-8120の インストール
6. 図 2のように、パラレル I/Oボード上のコネクタ J4とホスト PC上の +12 V電源を外部
電源ケーブル (P/N: 300-0175) で接続します。ケーブルコネクタにはキーが付いており、
適合するコネクタのみ挿入できるようになっています。

 図 2. パラレル I/Oボードの外部電源接続

システムのカバーを閉じる
システムに筐体カバーを再度取り付けます。筐体カバーを取り付ける際、内部ケーブルがき
ちんと取り付けられており、外れたり冷却空気循環を妨げたりしていないことを確認してく
ださい。

J4

PCの電源アダプタへ

P/N:  300-0175

D1 D3 D4D2

外部電源コネクタ
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Cognex MVS-8120の インストール 1
外部部品を取り付ける

必要に応じて、カメラ、ライト、パラレル I/O デバイスなどの外部部品を取り付けて接続し
ます。 

カメラを取り付けて接続する
接続できるカメラの詳細については、p.18の表 3を参照してください。この表では、第 3章
の p.57の「カメラを CVMに接続する」に記載されている特定のカメラの取り付け手順を示
します。

注 スロットごとに電源を管理するホスト PCでは、MVS-8120フレームグラバから複数の
カメラに電源を入れると、フレームグラバの PCIスロットが無効になることがありま
す。この状況でフレームグラバの PCIスロットを再び有効にするには、フレームグラ
バの外からカメラの電源を供給する必要があります。外部電源からカメラに電源を供
給する方法については、p.59の「ブレークアウトボックスの補助電源」および p.60の
「ブレークアウトケーブルの補助電源」を参照してください。 

表 3は、カメラをMVS-8120に接続する手順の概要を示しています。

モデル 部品 インストールおよび追加手順

MVS-8120/CVM1 すべてのモノクロ
アナログカメラ

カメラブレークアウトボックスまたはカメラブレークア
ウトケーブルを CVM1に接続します。

MVS-8120/CVM1 カメラブレークアウト
ボックス

カメラブレークアウトボックス (P/N: 800-5637-2)を、 CVM1
のDB-26Fコネクタに接続します。カメラポート番号は、ブ
レークアウトボックス上に印刷されています。p.58の「CVM
ブレークアウトボックスにカメラを接続する」を参照して
ください。

MVS-8120/CVM1 ブレークアウトボックスの
カメラ補助電源アダプタ

外付けカメラに 750 mA、+12 V以上の電源が必要となる場
合の追加電源を供給するために、カメラブレークアウト
ボックスに補助電源アダプタを取り付けます。p.59の「ブ
レークアウトボックスの補助電源」を参照してください。

MVS-8120/CVM1 カメラブレークアウト
ケーブル

カメラブレークアウトケーブル（P/N: 300-0232 または
300-0230）を、CVM1 の DB-26F コネクタに接続します。
p.60 の「カメラブレークアウトケーブルを接続する」を
参照してください。

MVS-8120/CVM1 ブレークアウトケーブルの
カメラ補助電源アダプタ

外付けカメラに 750 mA、+12 V以上の電源が必要となる場
合の追加電源を供給するために、カメラブレークアウト
ケーブル (P/N: 300-0230)に補助電源アダプタを取り付けま
す。p.60 の「ブレークアウトケーブルの補助電源」を参
照してください。

表 3. MVS-8120とカメラの接続
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1  Cognex MVS-8120の インストール
MVS-8120/CVM1 Sony XC-ST50または
XC-ST50CEカメラ
（フリーランニングモード
にスイッチ設定）

カメラケーブル (P/N: 300-0099) をカメラブレークアウト
ボックスまたはブレークアウトケーブルに接続します。ス
イッチの設定については、p.64の「Sony XC-ST50カメラを
接続する」を参照してください。

MVS-8120/CVM1 Sony XC-ST50または
XC-ST50CEカメラ
（ラピッドリセットモード
にスイッチ設定）

これらのケーブルのいずれかをカメラブレークアウト
ボックスまたはブレークアウトケーブルに接続します。

• カメラケーブル (P/N: 300-0136)および
アダプタ (P/N: 300-0313)

• カメラケーブル (P/N: 300-0316)

スイッチの設定に関する情報については、p.64 の「Sony
XC-ST50カメラを接続する」を参照してください。

MVS-8120/CVM1 Sony XC-75または XC-75CE
カメラ

カメラケーブル (P/N: 300-0099) をカメラブレークアウト
ボックスまたはブレークアウトケーブルに接続します。 

MVS-8120/CVM1 Sonyラピッドリセットカメラ：
XC-75 RR、XC-75CE RR
 XC-55、XC-55 RR、XC-55BB

カメラケーブル (P/N: 300-0136) をカメラブレークアウト
ボックスまたはブレークアウトケーブルに接続します。 

MVS-8120/CVM1 Pulnix TM-9701または
TM-7EX カメラ

カメラケーブル (P/N: 300-0127) をカメラブレークアウト
ボックスまたはブレークアウトケーブルに接続します。 

MVS-8120/CVM1 Pulnix TM-6CNカメラ カメラケーブル (P/N: 300-0136) をカメラブレークアウト
ボックスまたはブレークアウトケーブルに接続します。

MVS-8120/CVM4 Cognex CVC-1000高速カメラ CVC-1000ブレークアウトケーブルをMVS-8120に接続しま
す。4カメラブレークアウトケーブル (P/N: 300-0220)または
シングルカメラブレークアウトケーブル (P/N: 300-0224) を
使用します。CVC-1000カメラケーブル (P/N: 300-0223)を使
用して、CVC-1000カメラをいずれかのブレークアウトケー
ブルに接続します。接続に関する重要な情報および使用上
の注意については、p.65の「Cognex CVC-1000カメラを接続
する」の節を参照してください。

MVS-8120/CVM6 Sony XC-75または XC-75CE
カメラ

カメラケーブル (P/N: 300-0181)を使用して直接CVM6の 15
ピンカメラポートに接続します。 

MVS-8120/CVM6 Sony XC-ST50または
XC-ST50CEカメラ
（フリーランニングモード
にスイッチ設定）

カメラケーブル (P/N: 300-0181)を使用して直接CVM6の 15
ピンカメラポートに接続します。 スイッチの設定について
は、p.64の「Sony XC-ST50カメラを接続する」を参照して
ください。

モデル 部品 インストールおよび追加手順

表 3. MVS-8120とカメラの接続（続き）
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Cognex MVS-8120の インストール 1
MVS-8120/CVM6 Sony XC-ST50または
XC-ST50CEカメラ
（ラピッドリセットモード
にスイッチ設定）、
Sony XC-ST50 RR
またはXC-ST50CE RRカメラ

これらのケーブルセットを使用して CVM6の 15ピンカメ
ラポートに直接接続します。 

• ケーブル(P/N: 300-0231)およびアダプタ(P/N: 300-0313)

• ケーブル (P/N: 300-0318)

スイッチの設定については、p.64の「Sony XC-ST50カメラ
を接続する」を参照してください。

MVS-8120/CVM6 Sonyラピッドリセットカメラ：
XC-55、XC-55BB、XC-75 RR、
XC-75CE RR

カメラケーブル (P/N: 300-0231)を使用して CVM6の 15ピ
ンカメラポートに直接接続します。 

MVS-8120/CVM6 Pulnix TM-9701または
TM-7EXカメラ

カメラケーブル (P/N: 300-0302)を使用して CVM6の 15ピ
ンカメラポートに直接接続します。 

MVS-8120/CVM6 Pulnix TM-6CNカメラ カメラケーブル (P/N: 300-0264)を使用して CVM6の 15ピ
ンカメラポートに直接接続します。 

MVS-8120/CVM6 HITACHI KP-F100 デジタル
カメラ

CVM6ブレークアウトケーブル (P/N: 300-0214)をCVM6の
60 ピンカメラポートに接続します。HITACHI ケーブル
C-CG-100とカメラ電源アダプタ (HITACHI P/N: 45752C1)を
ブレークアウトケーブルとカメラに接続します。接続に関
する重要な情報および使用上の注意については、p.68 の
「HITACHI KP-F100 デジタルカメラを接続する」の節を参
照してください。

MVS-8120/CVM6 Basler A113Pデジタルカメラ CVM6ブレークアウトケーブル (P/N: 300-0214)を CVM6の
60 ピンカメラポートに接続します。Cognex ケーブル (P/N:
300-0268)をブレークアウトケーブルとカメラに接続します。
Basler電源をカメラおよび電源コンセントに接続します。

MVS-8120/CVM11 Dalsa Spyder SP-13および
SP-14カメラ

Dalsaカメラが 1台の場合は、カメラと CVM11をケーブル
(P/N: 300-0322)で接続します。Dalsaカメラが 2台の場合は、
ケーブル (P/N: 300-0323)を使用します。エンコーダを使用
する場合は、CVM11のエンコーダポートに接続します。エ
ンコーダケーブルの部品番号については Cognex までお問
い合わせください。

モデル 部品 インストールおよび追加手順

表 3. MVS-8120とカメラの接続（続き）
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1  Cognex MVS-8120の インストール
I/Oデバイスを取り付けて接続する

フレームグラバとパラレル I/Oボードをホスト PCに取り付けたら、I/Oデバイスを取り付け
て接続します。 

I/Oデバイスの取り付け手順は次の通りです。

1. ホスト PCのすべての電源を切ってコンセントからプラグを抜きます。 

2. 該当する Cognex I/Oブレークアウトケーブルをパラレル I/Oボートの背面のコネクタに
接続します。パラレル I/Oボード構成に使用する Cognex I/Oブレークアウトケーブルと
コネクタについては、p.90の表 35を参照してください。

3. 必要に応じて、I/O信号ラインを構成して Cognex I/Oブレークアウトケーブルの標準の
端子コネクタに接続します。I/O ブレークアウトケーブルのピン配列については、p.90
の「I/Oブレークアウトケーブル」を参照してください。  

4. 外部構成を使用する場合は、p.103 の「外部 I/O モジュールの取り付け」の説明に従っ
て外部 I/Oモジュールをパラレル I/Oボードに取り付けます。 
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2
Cognex MVS-8120の
ハードウェア
この章では、Cognex MVS-8120フレームグラバのハードウェアについて説明します。 

この章には次の節があります。

• p.24の「MVS-8120の部品」では、MVS-8120を構成する部品について説明します。

• p.26の「機械的仕様」では、機械的レイアウト、環境条件、および安全規格を含むMVS-8120
の物理的仕様について説明します。

• p.28 の「電気的仕様」では、電源条件、コネクタのピン配列、および回路の説明を含む
MVS-8120との電気的インタフェースについて説明します。

• p.34の「画像取り込みとストロボをトリガするハードウェア」では、MVS-8120による
入力 TTL信号からの画像取り込みトリガのサポートについて説明します。
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Cognex MVS-8120の ハードウェア 2
MVS-8120の部品
この節では、MVS-8120フレームグラバとその部品について説明します。

PCIバスインタフェース

MVS-8120の PCIバスインタフェースは、ユニバーサル電圧（5 Vまたは 3.3 V）で、PCI 2.1
標準に準拠した 32ビットのインタフェースです。  

入力ビデオシステム

MVS-8120のビデオ入力はCognexビデオモジュール (CVM)から転送されます。 MVS-8120のモ
デルが異なると CVMも異なり、それぞれのユーザの条件を満たします。CVMは、ユーザによ
るアップグレード仕様とはなっておらず、工場で取り付けられた状態でのみ購入できます。 

利用可能な CVM のビデオ入力機能については、p.37 の「Cognex ビデオモジュールと カメ
ラ」で説明します。

パラレル I/O

MVS-8120フレームグラバはパラレル信号インタフェースラインを介してストロボ、トリガ、
センサ、プログラマブルコントローラなどの装置と通信します。フレームグラバの内部コネ
クタは次の信号を提供します。 

• 8つの TTL入力

• 8つの TTL出力

• 8つの双方向 TTLライン

• 4つの光絶縁型出力

MVS-8120フレームグラバのパラレル I/Oオプションについては、p.78の「パラレル I/Oボー
ドの構成」で説明します。
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2  Cognex MVS-8120の ハードウェア
ビデオ出力

ホスト PCのオペレーティングシステムの制御下で、MVS-8120の画像出力は、PCIバスを介
して同じバス上の AGPまたは PCIベースのビデオディスプレイアダプタに送られます。 

取り付けたカメラが 24フレーム /秒以上のリアルタイム画像取り込みレートで画像取り込み
ができる場合、MVS-8120フレームグラバは、飽和していない PCI バスを介してそのレート
で画像を送信することができます。ラージフォーマットカメラを使用すると、ライブ表示が
非常に低いフレームレートに制限されることがあります。

MVS-8120から画像を表示するには、PCIまたは AGP バスを介してホスト PCのディスプレ
イアダプタを接続する必要があります。つまり、ISA ベースのディスプレイアダプタを使用
することはできません。MVS-8120ではほとんどの PCIまたは AGPベースのビデオディスプ
レイアダプタを使用できますが、最大の性能を実現するには、p.13の「最大フレームレート
の条件」で説明している一定の条件を満たすビデオアダプタを使用する必要があります。推
奨のビデオアダプタについては、弊社のセールスエンジニアにお問い合わせください。
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Cognex MVS-8120の ハードウェア 2
機械的仕様
この節では、機械的レイアウト、環境条件、および MVS-8120フレームグラバの規格につい
て説明します。

レイアウト

MVS-8120フレームグラバボードは、175× 107 mm（6.875× 4.2インチ）の、ショートサイ
ズの PCIカードです。図 3は、ボードの寸法と部品を示しています。

 図 3. MVS-8120フレームグラバのレイアウト

Cognexビデオモジュール (CVM)ドータカードは工場でボードに取り付けられます。 CVMの
設定とコネクタの数は、取り付けられた CVMによって決まります。
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2  Cognex MVS-8120の ハードウェア
環境条件

表 4は、MVS-8120フレームグラバの環境条件を示しています。これらの仕様は、MVS-8120
を取り付ける PCの内部環境に対する仕様です。

表 4. MVS-8120の環境条件

出荷

MVS-8120 フレームグラバはすべて保護用梱包材と帯電防止袋に入れて出荷されます。
MVS-8120を輸送する場合に備えて、梱包材などはすべて保管しておいてください。

規格

MVS-8120 は、PC 筐体に取り付けられた場合の安全性、電磁波対策、静電気感度に関する、
次に示す国際規格を満たすように設計、製造されています。

欧州共同体 (EC)

• 安全性

EN 60 950

EN 60 204-1

• 電磁波放射：EN 55 022クラス A 

• 電磁波対策：EN 50 082-1

米国

• UL規格

安全性：UL-1950

引火性：UL 94V-0

• 連邦規制法第 15部：連邦通信委員会 (FCC)クラス A無線周波数放射規格

動作条件 保管条件

温度 0～ +50° C -40～ +65℃

湿度（結露しないこと） 10～ 90% 10～ 90%
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Cognex MVS-8120の ハードウェア 2
電気的仕様
この節では、MVS-8120 との電気的インタフェースについて説明し、外部ハードウェアの接
続とコントロールに関する情報を提供します。

MVS-8120の電源条件

MVS-8120 フレームグラバへの入力電源は、PCI バスコネクタを介して供給されます。表 5
は、取り付けられたシステムが必要とする入力電圧、許容値、および PC の最大消費電流を
示しています。

ビデオカメラポートから電源を取るカメラを接続する場合、その機種に応じて +12 V電源の
消費が増えます。全カメラの総電流が 750 mA を超えないように、MVS-8120 のポリスイッ
チ回路保護機能によって制限されます。通常のモノクロカメラは 150～ 250 mAの電流を必
要とし、カメラによってはそれ以上の電流を必要とするものもあります。

外部電源アダプタを使用すると、MVS-8120 システムのカメラブレークアウトボックスに接
続したカメラに +12 Vの補助電源を供給することができます。このとき、システム電源は使
用しません。詳細については、p.59の「ブレークアウトボックスの補助電源」を参照してく
ださい。

パラレル I/Oポート

MVS-8120には、8つの TTL入力、8つの TTL出力、4ペアの光絶縁型出力、および 8つの
双方向 TTL ラインがあります。Cognex は、PC の背面に 2 つのデジタルグラウンドと共に
MVS-8120のパラレル I/O信号を送るパラレル I/Oボードを提供します。 

注 ストロボ、トリガ、および他のパラレル I/O装置は、MVS-8120の 40ピンコネクタに
直接接続するのではなく、パラレル I/Oボードに接続します。

電圧 最大消費電流 カメラの許容消費電流 総電流

+5 V± 3% 5.0 A 5.0 A

+12 V± 5% 500 mA 750 mA 1250 mA

-12 V± 5% 100 mA 100 mA

表 5. MVS-8120フレームグラバの電源条件
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2  Cognex MVS-8120の ハードウェア
パラレル I/Oポートのピン番号

MVS-8120パラレル I/Oポートコネクタは、ピンが 2列の 40ピン高密度ヘッダ（オスコネク
タ）です。図 4は、パラレル I/Oコネクタのピン番号を示しています。通常の動作環境では、
パラレル I/O装置をMVS-8120のポートではなくパラレル I/Oボードに接続します。

 図 4. パラレル I/Oコネクタのピン番号

パラレル I/Oポートのピン配列

表 6は、MVS-8120パラレル I/Oポートのピン配列を示しています。 

ピン 信号 ピン 信号

1 TTL_IN_1 2 TTL_IN_2

3 TTL_IN_3 4 TTL_IN_4

5 TTL_IN_5（トリガ 1） 6 TTL_IN_6（トリガ 2）

7 TTL_IN_7（トリガ 3） 8 TTL_IN_8（トリガ 4）

9 グラウンド 10 接続なし

11 グラウンド 12 TTL_OUT_1

13 TTL_OUT_2 14 TTL_OUT_3

15 TTL_OUT_4 16 TTL_OUT_5

17 TTL_OUT_6 18 TTL_OUT_7

19 TTL_OUT_8 20 グラウンド

21 TTL_BI_8 22 TTL_BI_7

23 TTL_BI_6 24 TTL_BI_5

25 TTL_BI_4 26 TTL_BI_3

27 TTL_BI_2 28 TTL_BI_1

表 6. MVS-8120パラレル I/Oポートのピン配列

1 3 5 7 9 13 17 21 25 2911 15 19 23 27 31 33 35 37 39

2 4 6 8 10 14 18 22 26 3012 16 20 24 28 32 34 36 38 40
Cognex MVS-8120ハードウェアマニュアル  29



Cognex MVS-8120の ハードウェア 2
パラレル I/O回路

この節は、MVS-8120 フレームグラバで使用する入力、出力、および光絶縁型回路の配線を
示しています。

図 5は、MVS-8120 TTLパラレル入力 (TTL_IN)の回路を示しています。

 図 5. MVS-8120パラレル入力回路

正しい論理 Low 入力を保証するには、フレームグラバに TTL 入力を直接駆動する論理回路
が、0.5 Vで 14 mA以上の電流を流すことが必要です。各 TTL入力は、330 Ω抵抗によってプ
ルアップされているので、オープンコネクタ回路を使用して入力を駆動することもできます。

29 グラウンド 30 OPTO_OUT_1+（ストロボ 1）

31 OPTO_OUT_1-（ストロボ 1） 32 OPTO_OUT_2+（ストロボ 2）

33 OPTO_OUT_2-（ストロボ 2） 34 グラウンド

35 グラウンド 36 OPTO_OUT_3+（ストロボ 3）

37 OPTO_OUT_3-（ストロボ 3） 38 OPTO_OUT_4+（ストロボ 4）

39 OPTO_OUT_4-（ストロボ 4） 40 グラウンド

ピン 信号 ピン 信号

表 6. MVS-8120パラレル I/Oポートのピン配列（続き）

+5 V

330 Ω74ACT244

TTL_IN
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2  Cognex MVS-8120の ハードウェア
図 6は、MVS-8120 TTLパラレル出力 (TTL_OUT)の回路を示しています。

 図 6. MVS-8120パラレル出力回路

図 7は、汎用双方向 I/O (TTL_BI)パラレル回路を示しています。

 図 7. MVS-8120汎用 I/Oパラレル回路

8 つの汎用双方向 I/O ラインは、入力に使用する場合は図 5 と電気的に等価になり、出力に
使用する場合は図 6と電気的に等価になります。

図 8は、光絶縁型 (OPTO_OUT)出力の回路を示しています。

 図 8. 光絶縁型出力回路

74ACT240

TTL_OUT

74ACT374

TTL_BI

74ACT244

330 Ω

+5 V

OPTO_OUT_n+

OPTO_OUT_n-

ILD223
オプト

OPTO_OUT_n

アイソレータ
Cognex MVS-8120ハードウェアマニュアル  31



Cognex MVS-8120の ハードウェア 2
光絶縁型出力を配線する
光絶縁型出力は、電圧源出力配線または接点閉鎖出力配線のいずれかの方法で配線すること
ができます。

図 9は、電圧源出力配線の構成例を示しています。外部の電源（例：24 V DC）を OPTO_OUT+
に接続し、OPTO_OUT- を外部装置に接続してください。外部装置は、回路に 125 mA を超
える電流が流れないように十分なインピーダンスが必要です。

 図 9. 光絶縁型出力：電圧源出力配線

+ V

+Vリターン

ストロボ

330 Ω

+5 V

ビジョン

OPTO_OUT+

OPTO_OUT-

OPTO_OUT

ILD223
オプト
アイソレータ

プロセッサ
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2  Cognex MVS-8120の ハードウェア
図 10は、接点閉鎖出力配線の構成例を示しています。出力は、OPTO_OUT+と OPTO_OUT-
から直接得られます。この出力は接点閉鎖スイッチとして機能します。電流 (125 mA)と電圧
(30 V)の限界を超えないようにしてください。

 図 10. 光絶縁型出力：接点閉鎖出力配線

OPTO_OUT+

OPTO_OUT-

ビジョン

プロセッサOPTO_OUT

330 Ω

+5 V

ILD223
オプト
アイソレータ
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Cognex MVS-8120の ハードウェア 2
画像取り込みとストロボをトリガするハードウェア
MVS-8120 は、画像取り込みをトリガするハードウェアとストロボの発光をトリガするハー
ドウェアをサポートします。CCIR カメラを使用している場合、トリガライン上の 1 µs（ま
たはそれ以上）の信号は画像取り込みをトリガします。EIA RS-170カメラには、1.2 µsまた
はそれより長い信号が必要になります。所定のカメラのトリガラインとストロボラインペア
を環境設定すると、画像取り込みとストロボの発光が同時に発生します。 

MVS-8120では、TTL_IN_5から TTL_IN_8までの信号ラインが、画像取り込みをトリガする
ハードウェア用に、OPTO_OUT_1から OPTO_OUT_4までのラインペアがストロボ発光用に
割り当てられています。通常、これらの信号は接続しているパラレル I/O ボードを介して送
られます。

使用可能な画像取り込みチャネル数

パラレルI/Oコネクタ上のピン数と関係なく、フレームグラバが実際にサポートしているハー
ドウェアトリガラインとストロボラインの数は、ハードウェアの取り込みチャネルの数と等
しくなります。そのため、3 つの取り込みチャネルを持つフレームグラバは、4 つのトリガ
ラインとストロボラインペアがあるにもかかわらず、3 つのトリガラインと 3 組のストロボ
ラインペアだけをサポートします。 

提供される取り込みチャネルの数は、p.38の表 7に記載されているように、使用する Cognex
ビデオモジュール (CVM) によって決まります。トリガラインの番号とカメラポートの番号
の対応は、使用する CVMによって決まります。大部分の CVMでは 1対 1の対応となり、ト
リガライン 1はカメラポート 1で画像取り込みをトリガし、ストロボラインペア 1でストロ
ボを発光させ、以下同様です。しかし、異なる対応を持った CVMもあります。 

トリガ /ストロボラインの番号とカメラポートの番号の対応については、p.37の「Cognexビ
デオモジュールと カメラ」の各 CVM の説明の中にある「CVM のカメラ番号」の節を参照
してください。
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ビデオトリガ機能

MVS-8120のビデオトリガ機能は、1本以上の TTL入力ラインと、オプションで 1本以上の
光絶縁型出力ラインのペアを使用します。ハードウェアトリガ機能を使用するには、Cognex
パラレル I/O ボード、またはこれらの信号を使用できるように独自に構成したボードを取り
付ける必要があります。 

注 独自のパラレル I/O ボードの使用には保証制限が適用される場合があります。Cognex
注文書に添付されているCognex販売標準契約書 (Cognex Corporation Standard Terms and
Conditions of Sale)の第 9項「保証制限」を参照してください。
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3
Cognexビデオモジュールと
カメラ
この章では、Cognexビデオモジュール (CVM)について説明します。CVMは、工場で取り付
けられる購入オプションであり、ビジョンプロセッサまたはフレームグラバのビデオ入力と
カメラ制御を行います。この章には次の節があります。

• p.38の「Cognexビデオモジュールの概要」では、さまざまな CVMの物理的特性と入力特
性について説明します。

• p.41の「CVMの説明」では、CVMの仕様について説明します。

• p.57の「カメラを CVMに接続する」では、CVMにカメラを接続する方法について説明
します。手順には特別な設定を必要とするカメラの取り扱い方法が記載されています。

• p.72の「カメラ I/O の電気的仕様」では、さまざまな CVM 上でアナログカメラおよび
デジタルカメラをサポートするビデオ回路の電気的特性について説明します。
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Cognexビデオモジュールと カメラ 3
Cognexビデオモジュールの概要
この節では、Cognexビデオモジュール (CVM)について説明します。CVMでサポートされる
カメラについてはソフトウェアのリリースノートで説明します。

ベースボードまたはドータカード CVM

Cognex ビデオモジュールは、アナログビデオカメラまたはデジタルビデオカメラを Cognex
ビジョンプロセッサまたは Cognex フレームグラバに接続するためのインタフェースを提供
する回路基板です。ビデオ出力ポートを提供する CVMもあります。 

CVMは、ビジョンプロセッサのベースボードに組み込んだり、専用のCognexビデオモジュー
ルバスを介してビジョンプロセッサまたはフレームグラバに接続するドータカード上に取
り付けたりすることができます。CVM は、工場で取り付けられる購入オプションとしての
み入手でき、ユーザが交換したりアップグレードしたりできるものではないので注意してく
ださい。CVMは、いくつかの Cognex製品ラインに対応したカメラをサポートします。

MVS-8120の場合、CVMモデル番号は製品番号とスラッシュの後に付いています。

 MVS-8120では次の CVMがサポートされています。

• Model 8120/CVM1

• Model 8120/CVM4

• Model 8120/CVM6

• Model 8120/CVM11

ビデオ入力機能

CVMは、ビデオ入力機能によって区別されます。表 7は現在の CVMモデルのビデオ入力機
能を示しています。 

CVMモデル
サポートする
カメラの数

画像取り込み
チャネル数

画像取り込みチャネル
あたりのカメラ台数 同時画像取り込み

ビデオ
出力ポート

CVM1 アナログ× 4 4 1 4 0

CVM4  CVC-1000
アナログ× 4

4 1 4 0

表 7. 現在の CVMモデルのビデオ特性 
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
注 すべての CVM6 画像取り込みチャネルを同時にアクティブにすることはできますが、
マスタ /スレーブで使用できるチャネルはありません。

CVMコネクタパネル

CVMは、コネクタパネルにあるコネクタのタイプおよび数によって区別されます。CVMが
PCIベースのフレームグラバまたはビジョンプロセッサに取り付けられている場合は、PCの
後ろから見ると CVM のコネクタパネルが PCI ボードのバックパネルになります。表 8 は、
各 CVMの PCIバージョンの CVMコネクタパネルを示しています。 

CVM6 デジタル× 2
アナログ× 1

3 1 3（注を参照） 0

CVM11 デジタルライン
スキャン× 2

2 1 2 0

CVMモデル
サポートする
カメラの数

画像取り込み
チャネル数

画像取り込みチャネル
あたりのカメラ台数 同時画像取り込み

ビデオ
出力ポート

表 7. 現在の CVMモデルのビデオ特性 （続き）

CVM コネクタパネル

CVM1

CVM4

CVM6

CVM11

表 8. CVMコネクタパネル

（モノクロアナログカメラ）
HD-26F

HD-60F
（Cognex CVC-1000カメラ）

HD-60F
（デジタルカメラ）

HD-15F
（アナログカメラ）

HD-60F HD-15F
（エンコーダ）（カメラ）
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Cognexビデオモジュールと カメラ 3
CVMビデオ出力

MVS-8120フレームグラバでは、 CVMからの画像がフレームグラバの PCIバスを介してホス
トの SVGAアダプタに出力されます。

バスベースのビデオ出力
ホスト PCのオペレーティングシステムの制御下で、MVS-8120モデルは、PCIバスを介して
画像出力を PCIまたは AGPのビデオディスプレイアダプタに送ることができます。 

バスベースの画像出力については、MVS-8000 ボードがライブビデオ用にビデオ画像を最大
フレームレートで転送できるように、ビデオディスプレイアダプタと PCIバスは一定の最低
条件を満たさなければなりません。これらの最低条件の詳細については、p.13 の「最大フ
レームレートの条件」を参照してください。
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
CVMの説明
この節では、各 Cognexビデオモジュールについて説明します。

CVM1の説明

CVM1には独立した 4つの画像取り込みチャネルがあり、最大 4台のアナログカメラを接続
することができます。画像取り込みは、4台すべてのカメラチャネルで同時に実行できます。 

CVM1のカメラサポート

表 9は、CVM1でMVS-8000シリーズのソフトウェアパッケージでサポートされるカメラを
示しています。

注 ご使用のCognexソフトウェアパッケージでサポートされていないカメラも記載されて
いるので注意してください。ソフトウェアパッケージでサポートされているカメラの
最新の設定については、ソフトウェアのリリースノートを参照してください。

注意 カメラを接続するときは、次の表に示す Cognex 製カメラケーブルを必ず使用してく
ださい。Cognex製以外のカメラケーブルを使用すると、ビジョンプロセッサやフレー
ムグラバ、カメラが損傷する場合があります。

「ラピッドリセット」という用語は、カメラが電子シャッター制御をサポートすることを意
味します。 

カメラ
EIA/
CCIR 注

Cognex製
カメラケーブル部品番号

Sony XC-75 EIA インタレース 300-0099

Sony XC-75CE CCIR インタレース 300-0099

Sony XC-75 RR EIA XC-75のラピッドリセット
バージョン：ハーフ解像度、
シングルフィールド

300-0136

Sony XC-75CE RR CCIR XC-75CEのラピッドリセット
バージョン：ハーフ解像度、
シングルフィールド

300-0136

Sony XC-55、
Sony XC-55BB

EIA ラピッドリセット、
プログレッシブスキャン：
E-DONPISHA II モードで使
用しなければなりません（ス
イッチで設定）。

300-0136

表 9. CVM1がサポートしているカメラとケーブル
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Cognexビデオモジュールと カメラ 3
注意 ケーブル 300-0316およびアダプタ 300-0313はSony XC-ST50カメラファミリだけで
使用します。これらのケーブルを XC-75や XC-55などの他の Sonyカメラに接続しな
いでください。接続すると、CVMモジュールやカメラが損傷する場合があります。

CVM1のアナログカメラコネクタ

アナログカメラは、CVM1の DB-26Fコネクタを介して接続します。カメラケーブルを接続
するには、まずブレークアウトボックスまたはブレークアウトケーブルを接続する必要があ
ります。詳細については、p.58 の「CVM ブレークアウトボックスにカメラを接続する」ま
たは p.60の「カメラブレークアウトケーブルを接続する」の節を参照してください。 

Sony XC-ST50 EIA フリーランニングモードに
スイッチ設定

300-0099

Sony XC-ST50CE CCIR フリーランニングモードに
スイッチ設定

300-0099

Sony XC-ST50 EIA ラピッドリセットモードに
スイッチ設定

300-0136および300-0313ア
ダプタ、または 300-0316。
次の「注意」を参照してく
ださい。Sony XC-ST50 RR EIA ラピッドリセットモードに

スイッチ設定（Cognex から
供給）

Sony XC-ST50CE CCIR ラピッドリセットモードに
スイッチ設定

300-0136および300-0313ア
ダプタ、または 300-0316。
次の「注意」を参照してく
ださい。Sony XC-ST50CE

RR
CCIR ラピッドリセットモードに

スイッチ設定（Cognex から
供給）

Pulnix TM-9701 EIA ラピッドリセット、
プログレッシブスキャン

300-0127

Pulnix TM-7EX EIA インタレース、カメラはビ
ジョンプロセッサと同期を
とる必要があります。

300-0127

Pulnix TM-6CN CCIR インタレース：ビジョンプ
ロセッサはカメラと同期を
とる必要があります。

300-0136

カメラ
EIA/
CCIR 注

Cognex製
カメラケーブル部品番号

表 9. CVM1がサポートしているカメラとケーブル（続き）
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
図 11は、CVM1の DB-26Fコネクタのピン番号を示しています。

 図 11. CVM1の DB-26Fアナログカメラコネクタ

表 10は、CVM1のアナログカメラコネクタのピン配列を示しています。 

CVM1のカメラ番号

トリガ信号をパラレル I/O ボードに接続するために、CVM1 カメラには 1、2、3、および 4
の番号が割り当てられています。ブレークアウトボックスまたはブレークアウトケーブルの
ポート 1に接続したカメラに画像取り込みのトリガをかけるには、パラレル I/Oボードのピ
ン 1（TTL_IN_5、トリガ 1）にトリガ入力信号を接続します。ポート 2に接続したカメラに
画像取り込みのトリガをかけるには、ポート 2（TTL_IN_6、トリガ 2）を使用します。以下
も同様となります。実際には、パラレル I/O ボード自体ではなくブレークアウトケーブルコ
ネクタに接続されるので注意してください。使用する I/O ケーブルは、パラレル I/O ボード
の構成によって決まります。I/Oボード構成ごとのケーブル番号とピン配列については、p.90
の「I/Oブレークアウトケーブル」を参照してください。

ピン 信号名 ピン 信号名 ピン 信号名

1 VIDEO-Cam3 10 VDrive-Cam4 19 CTRL1-Cam4

2 GND 11 HDrive-Cam4 20 CTRL2-Cam4

3 CTRL2-Cam3 12 CTRL1-Cam3 21 +12 V

4 HDrive-Cam3 13 VDrive-Cam3 22 VIDEO-Cam4 

5 VIDEO-Cam2 14 GND 23 +12 V

6 GND 15 CTRL1-Cam2 24 CTRL2-Cam1

7 VDrive-Cam2 16 CTRL2-Cam2 25 HDrive-Cam1

8 GND 17 HDrive-Cam2 26 VDrive-Cam1

9 VIDEO-Cam1 18 CTRL1-Cam1

表 10. CVM1のアナログカメラコネクタのピン配列

CVMボードの端

1

19

10

9

26

18
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Cognexビデオモジュールと カメラ 3
パラレル I/Oボードの 4つのストロボラインペアには 1～ 4の番号が割り当てられています。
すなわち、ストロボラインペア 1は信号ライン OPTO_OUT_1+と OPTO_OUT_1-で構成され
ています。CVM1 の場合、ストロボラインペア 1～ 4はカメラポート 1～ 4 に対応します。
したがって、カメラポート 1で画像取り込みが発生するとストロボラインペア 1に接続され
ているストロボが同時に発光し、カメラポート 2で画像取り込みが発生するとストロボライ
ンペア 2に接続されているストロボが同時に発光します。以下も同様です。

Cognex画像処理ソフトウェアを使用する場合はカメラを 0、1、2、または 3のいずれかの番
号で指定します。カメラ 0はブレークアウトボックスまたはブレークアウトケーブルのポー
ト 1に接続し、カメラ 1はポート 2に接続します。以下も同様となります。 

CVM1のカメラ番号は表 11の通りです。 

CVM4の説明

CVM4は CognexCVC-1000カメラの制御ユニットです。CVC-1000は高速で軽量のカメラヘッ
ドユニットで、CVMモジュール上にある分離したカメラ制御機能が必要です。CVC-1000カ
メラは CVM4モジュールでのみ使用することができます。 

CVM4では、最大4台のCVC-1000カメラでの同時画像取り込みをサポートすることができます。 

CVM4のカメラサポート

CVM4では Cognex CVC-1000カメラだけがサポートされています。CVC-1000カメラは、表
12のように Cognex製ケーブルで接続します。 

ブレークアウトボックスまたは
ケーブルのカメラポート

パラレル I/O
ボードの対応する
トリガライン

パラレル I/O
ボードの対応する
ストロボラインペア

Cognex
ソフトウェア
のアドレス

1 トリガ 1 
(TTL_IN_ 5)

ストロボラインペア 1 
(OPTO OUT 1+と OPTO OUT 1-)

0

2 トリガ 2 
(TTL_IN_ 6)

ストロボラインペア 2 
(OPTO OUT 2+と OPTO OUT 2-)

1

3 トリガ 3 
(TTL_IN_ 7)

ストロボラインペア 3 
(OPTO OUT 3+と OPTO OUT 3-)

2

4 トリガ 4 
(TTL_IN_ 8)

ストロボラインペア 4 
(OPTO OUT 4+と OPTO OUT 4-)

3

表 11. CVM1のカメラ番号
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
注意 カメラを接続するときは、次の表に示す Cognex 製のカメラケーブルを必ず使用して
ください。Cognex 製以外のカメラケーブルを使用すると、ビジョンプロセッサやカ
メラが損傷する場合があります。

注 CVC-1000カメラはカメラポートの番号順に接続しなければなりません。CVC-1000カ
メラの接続に関する重要な情報については、p.65 の「CVC-1000 使用上の注意」の節
を参照してください。

CVM4のカメラコネクタ

CVM4のカメラ入力ポートは、Molex製高密度 60ピンメスコネクタです。表 13は、このポー
トのピン配列を示しています。 

カメラ
Cognex製ブレークアウト
ケーブル部品番号

Cognex製カメラケーブル
部品番号

Cognex CVC-1000

4カメラブレークアウトケーブル、
300-0220

300-0223
1カメラブレークアウトケーブル、
300-0224

表 12. CVM4カメラケーブルの部品番号

ピン 信号名 ピン 信号名 ピン 信号名

1 Chu1Video 21 Chu3Shutter+ 41 Chu2Shutter-

2 Chu1VideoReturn 22 Chu3DataValid- 42 Chu2Readout+

3 Chu1SVR(0) 23 Chu3DataValid+ 43 Chu2Readout-

4 Chu1SVR(1) 24 Chu3PCLK- 44 Chu2 +12 Vリターン

5 Chu1SVR(2) 25 Chu3PCLK+ 45 Chu2 +12 V DC

6 Chu1PCLK+ 26 Chu3SVR(2) 46 Chu4 +12 V DC

7 Chu1PCLK- 27 Chu3SVR(1) 47 Chu4 +12 Vリターン

8 Chu1DataValid+ 28 Chu3SVR(0) 48 Chu4Readout-

9 Chu1DataValid- 29 Chu3VideoReturn 49 Chu4Readout+

10 Chu1Shutter+ 30 Chu3Video 50 Chu4Shutter-

11 Chu1Shutter- 31 Chu2Video 51 Chu4Shutter+

表 13. CVM4のカメラ入力ポートのピン配列 
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Cognexビデオモジュールと カメラ 3
CVM4のカメラ番号

CVM4のカメラ番号は、p.43の「CVM1のカメラ番号」に記載されている CVM1のカメラ番
号と全く同じです。

CVM6の説明

CVM6には、デジタルカメラ用の独立した 2つの画像取り込みチャネルと、アナログカメラ
用の 1つの独立した画像取り込みチャネルがあります。

CVM6のカメラサポート

表 14は、CVM6の MVS-8000シリーズソフトウェアがサポートするカメラを示しています。

注 ご使用のCognexソフトウェアパッケージでサポートされていないカメラも記載されて
いるので注意してください。ソフトウェアパッケージでサポートされているカメラの
最新の設定については、ソフトウェアのリリースノートを参照してください。

注意 カメラを接続するときは、次の表に示す Cognex 製カメラケーブルを必ず使用してく
ださい。Cognex 製以外のカメラケーブルを使用すると、ビジョンプロセッサやカメ
ラが損傷する場合があります。

12 Chu1Readout+ 32 Chu2VideoReturn 52 Chu4DataValid-

13 Chu1Readout- 33 Chu2SVR(0) 53 Chu4DataValid+

14 Chu1 +12 Vリターン 34 Chu2SVR(1) 54 Chu4PCLK-

15 Chu1 +12 V DC 35 Chu2SVR(2) 55 Chu4PCLK+

16 Chu3 +12 V DC 36 Chu2PCLK+ 56 Chu4SVR(2)

17 Chu3 +12 Vリターン 37 Chu2PCLK- 57 Chu4SVR(1)

18 Chu3Readout- 38 Chu2DataValid+ 58 Chu4SVR(0)

19 Chu3Readout+ 39 Chu2DataValid- 59 Chu4VideoReturn

20 Chu3Shutter- 40 Chu2Shutter+ 60 Chu4Video

ピン 信号名 ピン 信号名 ピン 信号名

表 13. CVM4のカメラ入力ポートのピン配列 （続き）
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
「ラピッドリセット」という用語は、カメラが電子シャッター制御をサポートすることを意
味します。  

注意 ケーブル 300-0318およびアダプタ 300-0313はSony XC-ST50カメラファミリだけで
使用します。これらのケーブルを XC-75や XC-55などの他の Sonyカメラに接続しな
いでください。接続すると、CVMモジュールやカメラが損傷する場合があります。

カメラ タイプ
Cognex製カメラ
ケーブル部品番号

Sony XC-75 アナログ、EIA 300-0181

Sony XC-75CE アナログ、CCIR 300-0181

Sony XC-75 RR アナログ、EIA、ラピッドリセット 300-0231

Sony XC-75CE RR アナログ、CCIR、ラピッドリセット 300-0231

Sony XC-55 アナログ、EIA、ラピッドリセット 300-0231

Sony XC-ST50 アナログ、EIA、フリーランニングモード
にスイッチ設定

300-0181

Sony XC-ST50CE アナログ、CCIR、フリーランニングモー
ドにスイッチ設定

300-0181

Sony XC-ST50 アナログ、EIA、ラピッドリセットモード
にスイッチ設定

300-0231および
300-0313アダプタ
または 300-0318
次の「注意」を参照
してください。

Sony XC-ST50 RR アナログ、EIA、ラピッドリセットモード
にスイッチ設定（Cognexから供給）

Sony SC-ST50CE アナログ、CCIR、ラピッドリセットモー
ドにスイッチ設定

300-0231および
300-0313アダプタ
または 300-0318
次の「注意」を参照
してください。

Sony XC-ST50CE RR アナログ、CCIR、ラピッドリセットモー
ドにスイッチ設定（Cognexから供給）

Pulnix TM-9701
Pulnix TM-7EX

アナログ、EIA 300-0302

Pulnix TM-6CN アナログ、CCIR 300-0264

HITACHI KP-F100 デジタル、RS-422、
ラピッドリセット

Cognex製ケーブル
300-0214および
HITACHI製ケーブル
C-CG-100

Basler A113P デジタル 300-0214および300-0268

表 14. CVM6がサポートしているカメラとケーブル
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Cognexビデオモジュールと カメラ 3
CVM6アナログカメラコネクタ

CVM6 のアナログカメラ入力ポートは HD-15 D-sub コネクタです。表 15 はこのポートのピ
ン配列を示しています。1 台のアナログカメラの信号には、画像取り込みのトリガをかける
OPTO/TTLパラレル I/Oボードで使用するトリガ入力ラインに対応してCAM 2という名前が
付けられます（p.49の「CVM6のカメラ番号」を参照してください）。 

注意 CVM6 のアナログカメラコネクタは標準 VGA モニタのコネクタに類似していますが
ピンの配線が異なります。誤って、CVM6 にモニタを接続しないでください。接続す
ると、CVM6、ビジョンプロセッサ、フレームグラバ、モニタが損傷する場合があり
ます。

アナログカメラは、指定されている部品番号の Cognex 製カメラケーブルを使用して HD-15
コネクタに接続します。

CVM6デジタルカメラコネクタ

CVM6 のデジタルビデオ入力ポートは、2 台のデジタルカメラの接続に対して信号を送る
Molex製高密度 60ピンコネクタです。p.49の表 16は、デジタルビデオポートのピン配列を
示しています。2 台のデジタルカメラの信号には、画像取り込みのトリガをかけるトリガ入
力ラインに対応して CAM3 および CAM4という名前が付けられます（p.49 の「CVM6 のカ
メラ番号」を参照してください）。

ピン 信号名 ピン 信号名 ピン 信号名

1 接続なし 6 接続なし 11 Chassis GND

2 VIDEO-CAM2 7 GND 12 GND

3 接続なし 8 CTRL2-CAM2 13 H-DRIVE-CAM2

4 +12 V 9 +12 V 14 V-DRIVE-CAM2

5 GND 10 CTRL1-CAM2 15 GND

表 15. CVM6のアナログカメラコネクタのピン配列
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
デジタルビデオポートには、Cognexケーブル (P/N: 300-0214)を接続する必要があります。こ
の二股ケーブルによって、CVM6 のデジタルビデオポートからの信号が 2 つの AIA 68 ピン
デジタルカメラポートに分岐されます。 

p.68の「HITACHI KP-F100デジタルカメラを接続する」の節の説明のように、CVM6に 1台
または 2台の HITACHI KP-F100デジタルカメラを接続してください。 

CVM6のカメラ番号

トリガ信号をパラレル I/Oボードに接続するために、CVM6カメラには 2、3、および 4の番
号が割り当てられています。すなわち、アナログポートに接続したカメラに画像取り込みの
トリガをかけるには、パラレル I/O ボードのピン 6（TTL_IN_6、トリガ 2）にトリガ入力信
号を接続します。最初のデジタルカメラに画像取り込みのトリガをかけるには、ピン 7
（TTL_IN_7、トリガ 3）を使用します。 2番目のデジタルカメラには、ピン 8（TTL_IN_8、ト
リガ 4）を使用します。実際には、パラレル I/Oボードに直接接続されるのではなく、ブレー

ピン 信号名 ピン 信号名 ピン 信号名 ピン 信号名

1 CAM3_D7+
MSB+

30 CAM3_D7-
MSB-

31 CAM4_D7+
MSB+

60 CAM4_D7-
MSB-

2 CAM3_D6+ 29 CAM3_D6- 32 CAM4_D6+ 59 CAM4_D6-

3 CAM3_D5+ 28 CAM3_D5- 33 CAM4_D5+ 58 CAM4_D5-

4 CAM3_D4+ 27 CAM3_D4- 34 CAM4_D4+ 57 CAM4_D4-

5 CAM3_D3+ 26 CAM3_D3- 35 CAM4_D3+ 56 CAM4_D3-

6 CAM3_D2+ 25 CAM3_D2- 36 CAM4_D2+ 55 CAM4_D2-

7 CAM3_D1+ 24 CAM3_D1- 37 CAM4_D1+ 54 CAM4_D1-

8 CAM3_D0+ 23 CAM3_D0- 38 CAM4_D0+ 53 CAM4_D0-

9 CTRL3A 22 CTRL3B 39 CTRL4A 52 CTRL4B

10 CTRL3C 21 CTRL3D 40 CTRL4C 51 CTRL4D

11 CAM3_FIELD+ 20 CAM3_FIELD- 41 CAM4_FIELD+ 50 CAM4_FIELD-

12 CAM3_VD+ 19 CAM3_VD- 42 CAM4_VD+ 49 CAM4_VD-

13 CAM3_HD+ 18 CAM3_HD- 43 CAM4_HD+ 48 CAM4_HD-

14 CAM3_PCLK+ 17 CAM3_PCLK- 44 CAM4_PCLK+ 47 CAM4_PCLK-

15 GND 16 GND 45 GND 46 GND

表 16. CVM6のデジタルビデオポートのピン配列
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Cognexビデオモジュールと カメラ 3
クアウトケーブルコネクタに接続されるので注意してください。使用する I/O ケーブルは、
パラレル I/Oボードの構成によって決まります。構成ごとのケーブル番号と配列については、
p.90の「I/Oブレークアウトケーブル」を参照してください。

パラレル I/Oボードのストロボ信号ペアには 1～ 4の番号が割り当てられています。すなわ
ち、ストロボラインペア 1は信号ライン OPTO_OUT_1+と OPTO_OUT_1-で構成されていま
す。CVM6の場合、ストロボラインペア 2はアナログカメラポートに対応し、ストロボライ
ンペア 3および 4はデジタルカメラポート 1および 2に対応します。したがって、アナログ
カメラポートで画像取り込みが発生すると、ストロボラインペア 2に接続されているストロ
ボが同時に発光し、カメラポート 1で画像取り込みが発生すると、ストロボラインペア 3に
接続されているストロボが同時に発光します。 

注 CVM6に接続されているストロボデジタルカメラにパラレルI/Oボードの外部オプショ
ンを使用する場合、カメラをデジタルカメラポート 1 に接続しないと、出力ライン
TTL_OUT_3 は反応しません。それと同様に、カメラをデジタルカメラポート 2 に接
続しないと、出力ライン TTL_OUT_4 は反応しません。詳細については、p.87 の「パ
ラレル I/O コネクタ」を参照してください。論理信号ライン番号と物理的ピン配列の
対応は、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。

Cognex 画像処理ソフトウェアを使用する場合はアナログカメラをカメラ 0 に指定します。
"Camera 1"というラベルが付いたケーブルブランチに接続するデジタルカメラをカメラ 0と
してアドレッシングし、"Camera 2"というラベルが付いたケーブルブランチに接続するカメ
ラをカメラ 1としてアドレッシングします。

異なるタイプのカメラには異なるビデオフォーマット記述子を使用する必要があるため、ア
ナログカメラ 0とデジタルカメラ 0の間に衝突はありません。ソフトウェアカメラアドレス
を 0ベースのインスタンス番号として考えてください。デジタルカメラビデオフォーマット
記述子の 0番目と 1番目のインスタンスおよびアナログカメラビデオフォーマット記述子の
0番目のインスタンスがあります。 

CVM6のカメラ番号は表 17の通りです。 

カメラ
ポート

パラレル I/Oボードの
対応するトリガライン

パラレル I/Oボードの
対応するストロボラインペア

Cognexソフト
ウェアのアドレス

アナログ トリガ 2 
(TTL_ IN_6)

ストロボラインペア 2 
(OPTO_OUT_2+と OPTO_OUT_2-)

0

デジタル1 トリガ 3 
(TTL_IN_7)

ストロボラインペア 3 
(OPTO_OUT_3+と OPTO_OUT_3-)

0

デジタル2 トリガ 4 
(TTL_IN_8)

ストロボラインペア 4 
(OPTO_OUT_4+と OPTO_OUT_4-)

1

表 17. CVM6のカメラ番号
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
CVM11の説明

CVM11では、2つの画像取り込みチャネルで 1台または 2台のデジタルラインスキャンカメ
ラをサポートします。また、各カメラについて 1つまたは 2つのインクリメンタルエンコー
ダをサポートします。CVM11では同時に 2つの画像取り込みをサポートします。

CVM11 では、ビジョンプロセッサまたはフレームグラバのベースボードに 64 MB 以上の
RAMが必要です。

CVM11のカメラサポート

表 18は、CVM11のMVS-8000シリーズソフトウェアがサポートするデジタルスキャンカメ
ラを示しています。 

注 ご使用のCognexソフトウェアパッケージでサポートされていないカメラも記載されて
いるので注意してください。ソフトウェアパッケージでサポートされているカメラの
最新の設定については、ソフトウェアのリリースノートを参照してください。

注意 カメラを接続するときは、次の表に示す Cognex 製カメラケーブルを必ず使用してく
ださい。Cognex 製以外のカメラケーブルを使用すると、ビジョンプロセッサやカメ
ラが損傷する場合があります。

CVM11では最大 4MBまでの画像を取り込むことができます。2048ピクセル幅のカメラで最
大画像サイズは2048×2048、1024ピクセル幅のカメラで最大画像サイズは1024×4096です。 

最大ラインスキャンレートは、2048ピクセル幅のカメラで 19ライン /ミリ秒、1024ピクセ
ル幅のカメラで 38ライン /ミリ秒です。 

注 CVM11ではバスから流せる電流量に制約があるため、接続されたカメラに電源を供給
しません。カメラには外部電源を供給する必要があります。

カメラ 解像度 電圧入力
レンズ
マウント

Cognex製カメラ
ケーブル部品番号

Dalsa
SP-13-01k40

1× 1024 +5 V、-5 V、
+15 V

Cマウント

カメラが 1台の場合は
300-0322

カメラが 2台の場合は
300-0323

Dalsa 
SP-13-02k40

1 × 2048 +5 V、-5 V、
+15 V

Fマウント

Dalsa 
SP-14-01k40

1 × 1024 +12 V Cマウント

Dalsa 
SP-14-02k40

1 × 2048 +12 V Fマウント

表 18. CVM11がサポートするカメラ
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Cognexビデオモジュールと カメラ 3
CVM11のカメラコネクタポート

CVM11のデジタルビデオ入力ポートは、2台のデジタルラインスキャンカメラの接続の信号
を送る Molex製高密度 60ピンメスコネクタです。図 12は、カメラポートのピン番号を示し
ています。 

 図 12. CVM11のカメラポートのピン番号

表 19は、デジタルカメラポートのピン配列を示しています。2台のデジタルカメラの信号に
は、CAM 1および CAM 2で始まる名前が付けられます。CVM11のカメラポートは、CVM11
からの信号を CAM 1および CAM 2に分岐する、36ピンカメラコネクタ付きのケーブルに接
続する必要があります。

15

16

45
46

1

30
31

60

ピン 信号名 ピン 信号名 ピン 信号名

1 CAM1_D7+ (MSB+) 21 CAM1_PRIN- 41 CAM2_GP1+

2 CAM1_D6+ 22 CAM1_MCLK- 42 CAM2_EXSYNC+

3 CAM1_D5+ 23 CAM1_D0- 43 CAM2_LVAL+

4 CAM1_D4+ 24 CAM1_D1- 44 CAM2_PCLK+

5 CAM1_D3+ 25 CAM1_D2- 45 GND

6 CAM1_D2+ 26 CAM1_D3- 46 GND

7 CAM1_D1+ 27 CAM1_D4- 47 CAM2_PCLK-

8 CAM1_D0+ 28 CAM1_D5- 48 CAM2_LVAL-

9 CAM1_MCLK+ 29 CAM1_D6- 49 CAM2_EXSYNC-

10 CAM1_PRIN+ 30 CAM1_D7- (MSB-) 50 CAM2_GP1-

11 CAM1_GP1+ 31 CAM2_D7+ (MSB+) 51 CAM2_PRIN-

12 CAM1_EXSYNC+ 32 CAM2_D6+ 52 CAM2_MCLK-

13 CAM1_LVAL+ 33 CAM2_D5+ 53 CAM2_D0-

14 CAM1_PCLK+ 34 CAM2_D4+ 54 CAM2_D1-

表 19. CVM11のカメラポートのピン配列 
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
CVM11のエンコーダポート

CVM11 には 1 つまたは 2 つのインクリメンタルエンコーダを接続するポートがあり、各カ
メラに 1 つずつ対応しています。画像取り込みは、ユーザ指定のトリップポイントでエン
コーダ入力によってトリガをかけることができます。エンコーダポートは HD-15F です。図
13は、エンコーダポートのピン番号を示しています。 

 図 13. CVM11のエンコーダポートのピン番号

注意 CVM11の HD-15Fエンコーダポートは、標準 VGAモニタのコネクタに類似していま
すがピンの配線が異なります。誤って、このポートにモニタを接続しないでください。
接続すると、CVMやモニタが損傷する場合があります。

CVM11 のエンコーダモジュールには 2 つの独立したエンコーダセクションがあります。各
エンコーダセクションは、チャネル 1信号、チャネル 2信号、およびインデックス (Z)信号
の 3つの RS-422 差動信号を受け入れます。チャネル 1 信号と 2 信号は、エンコーダから出
力される 1回転あたり nパルスの矩形波です。ここで nはエンコーダの分解能です（通常は
128～ 4096）。ある方向ではチャネル 1の位相がチャネル 2より 90度進み、逆方向ではチャ
ネル 2の位相がチャネル 1より 90度進むことを除き、チャネル 1と 2と出力は同じです。イ
ンデックス出力は 1回転で 1回出力されるパルスです。エンコーダのホームポジションを示
したり、カウンタをリセットしたりする用途に使用することができます。

15 GND 35 CAM2_D3+ 55 CAM2_D2-

16 GND 36 CAM2_D2+ 56 CAM2_D3-

17 CAM1_PCLK- 37 CAM2_D1+ 57 CAM2_D4-

18 CAM1_LVAL- 38 CAM2_D0+ 58 CAM2_D5-

19 CAM1_EXSYNC- 39 CAM2_MCLK+ 59 CAM2_D6-

20 CAM1_GP1- 40 CAM2_PRIN+ 60 CAM2_D7- (MSB-)

ピン 信号名 ピン 信号名 ピン 信号名

表 19. CVM11のカメラポートのピン配列 （続き）

15
610

1115
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Cognexビデオモジュールと カメラ 3
表20のピン配列を使用してエンコーダポートからCVM11にエンコーダを接続してください。 

ピン 信号名 ピン 信号名 ピン 信号名

1 EN_1_PHA+ 6 EN_1_PHA- 11 GND

2 EN_1_PHB+ 7 EN_1_PHB- 12 GND

3 EN_1_PHZ+ 8 EN_1_PHZ- 13 接続なし

4 EN_2_PHB+ 9 EN_2_PHB- 14 EN_2_PHZ-

5 EN_2_PHA+ 10 EN_2_PHA- 15 EN_2_PHZ+

表 20. CVM11のエンコーダポートのピン配列
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
CVM11の LED

CVM11には CVMドータカードの上端に 6つの LEDが並んでいて、表 21に示されている状
態になると黄色に点灯します。最初の 5つの LEDは、カメラまたはエンコーダのチャネル 1
だけの状態を示します。チャネル 2の状態は LEDに反映されません。 

LEDラベル レポート対象 意味

MOVE チャネル 1 エンコーダによって動きが検出されたときに点灯します。  

DIR チャネル 1 検出された動作の方向。点灯する場合は、正 (+X)の方向の
動作を意味します。

CCLK チャネル 1 チャネル 1でカメラが検出されたときに点灯します。

ACQ1 チャネル 1 ACQ1と ACQ0の LEDがペアになって画像取り込みシー
ケンスの状態を表示します。  

ACQ0 チャネル 1

DONE 全 CVM 点灯している場合は、CVM11のビデオタイミングチップ
がこの設定を完了しませんでした。ビジョンプロセッサ
を再起動します。この状態が継続する場合は、Cognex テ
クニカルサポートに連絡してください。

表 21. CVM11の LEDの意味 

ACQ1 ACQ0 画像取り込みの状態

オフ オフ 未使用

オフ オン 準備中

オン オフ トリガをかけられている（エンコー
ダトリップカウントを待っている）

オン オン 画像取り込み中
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Cognexビデオモジュールと カメラ 3
CVM11のカメラ番号

Cognex画像処理ソフトウェアを使用するときには、1台目のカメラ (CAM1)をカメラ 0とし
て、2台目のカメラ (CAM2)をカメラ 1としてアドレッシングしてください。

トリガ信号をパラレル I/Oボードに接続するために、 CVM11カメラには 3および 4の番号が
割り当てられています。すなわち、1 台目のカメラ (CAM1) に画像取り込みのトリガをかけ
るには、ピン 7（TTL_IN_7、トリガ 3）を使用します。2台目の CAM2カメラには、ピン 8
（TTL_IN_8、トリガ 4）を使用します。実際には、パラレル I/O ボードに直接接続されるの
ではなく、ブレークアウトケーブルコネクタに接続されるので注意してください。使用する
I/O ケーブルは、パラレル I/O ボードの構成によって決まります。構成ごとの ケーブル番号
と配列については、p.90の「I/Oブレークアウトケーブル」を参照してください。

パラレル I/Oボードのストロボ信号ペアには 1～ 4の番号が割り当てられています。すなわ
ち、ストロボラインペア 1は信号ライン OPTO_OUT_1+と OPTO_OUT_1-で構成されていま
す。CVM11の場合、ストロボラインペア 3は CAM1カメラに対応し、ストロボラインペア
4は CAM2カメラに対応します。したがって、ソフトウェアのストロボが有効な場合、CAM1
カメラで画像取り込みが発生するとストロボラインペア 3に接続されているストロボが同時
に発光し、CAM2カメラで画像取り込みが発生するとストロボラインペア 4に接続されてい
るストロボが同時に発光します。 

CVM11のカメラ番号は表 22の通りです。

カメラ
パラレル I/Oボードの
対応するトリガライン

パラレル I/Oボードの
対応するストロボラインペア

Cognex ソフトウェア
のアドレス

CAM1 トリガ 3 
(PAR IN 7)

ストロボラインペア 3 
(OPTO OUT 3+とOPTO OUT 3-)

0

CAM2 トリガ 4 
(PAR IN 8)

ストロボラインペア 4 
(OPTO OUT 4+とOPTO OUT 4-)

1

表 22. CVM11のカメラ番号
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
カメラを CVMに接続する
この節では、カメラを Cognex ビジョンプロセッサやフレームグラバに接続する方法につい
て説明します。手順には特別な注意を必要とするカメラの取り扱い方法が記載されています。

カメラは、Cognexから購入するか、またはお手持ちの互換性のあるカメラを使用することが
できます。非標準カメラを使用する場合のケーブルや他の条件については、Cognexの代理店
にお問い合わせください。Cognex標準カメラを使用しないと、お手持ちのビジョンプロセッ
サまたはフレームグラバに保証が適用されないことがあります。

ほとんどの CVM の場合、モノクロアナログカメラを直接 CVM に接続することはできませ
ん。代わりに、指定のカメラブレークアウトボックスまたはカメラブレークアウトケーブル
を CVM に接続しなければなりません。カメラブレークアウトボックスまたはケーブルは通
常、ヒロセコネクタを使用して CVM のカメラコネクタを 2つ以上のカメラポートに分割し
ます。分割した後、ブレークアウトボックスまたはケーブルのカメラポートのいずれかにカ
メラケーブルを接続します。 

Cognex製カメラケーブル

p.41の「CVMの説明」の節では、CVMによってサポートされているカメラについて Cognex
製カメラケーブル部品番号を示しています。すべてのカメラがすべてのビジョンプロセッサ
またはフレームグラバでサポートされているわけではありません。

注 カメラを CVM のブレークアウトボックスまたはブレークアウトケーブルに接続する
ときは、必ず Cognex 製のカメラケーブルを使用してください。Cognex 製以外のカメ
ラケーブルを使用すると、ビジョンプロセッサやフレームグラバ、カメラが損傷する
場合があります。

Cognexソフトウェアパッケージでは、各 CVMの説明の節でリストされているカメラのすべ
てがサポートされているわけではないので注意してください。ご使用の Cognex ハードウェ
アとソフトウェアでサポートされているカメラおよび設定のリストについては、ソフトウェ
アのリリースノートを参照してください。 

オプションのカメラレンズ

Cognexではレンズキット (P/N: 800-1000)を提供しています。このキットには、5種類のレン
ズ（8.5 mm、12.5 mm、16 mm、25 mm、および 50 mm F2.8マクロ ）、Cマウントアダプタ、
およびエクステンションチューブセットが含まれています。

Cognex では、上記のキットに含まれるレンズのほかに、50 mm、75 mm、135 mm のレンズ
を提供しており、個別注文が可能です。さらに、C マウントアダプタ、2 倍拡大レンズ、ま
たはエクステンションチューブセットの個別注文も可能です。
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CVMブレークアウトボックスにカメラを接続する

Cognex 8000 シリーズカメラブレークアウトボックスは CVM1および CVM3 で使用します。
アナログビデオカメラ接続用の 4 つの 12 ピンヒロセコネクタが付いているこのブレークア
ウトボックスは、CVMのフロントパネルの DB-26Fコネクタに接続します。ブレークアウト
ボックスは、付属の専用ネジを使用して CVM のバックパネルコネクタにしっかりと取り付
けてください。図 14は、カメラブレークアウトボックスを示しています。 

 図 14. 8000シリーズ CVMのブレークアウトボックス

注意 各種 Cognexブレークアウトボックスは互換性がありません。8000シリーズの製品ラ
ベルのないカメラブレークアウトボックスを使用すると、カメラやビジョンプロセッ
サボードが損傷する場合があります。
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12ピン
ヒロセカメラ
コネクタ
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CAM-4
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+12 V補助電源コネクタ
AUX
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インタフェース
コネクタ
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
カメラブレークアウトボックスを取り付ける手順は次の通りです。

1. PCとカメラの電源を切った状態で、 CVMの背面にあるDB-26Fコネクタにカメラブレー
クアウトボックスを差し込みます。ブレークアウトボックスは、マイナスドライバでコ
ネクタにしっかりと取り付けます。きつすぎない程度にきちんと締めてください。 

2. 最初のカメラを取り付けるには、適切なヒロセカメラケーブルでカメラの DC IN/SYNC
コネクタとカメラブレークアウトボックスのCAM 1コネクタを接続します。カメラケー
ブルの部品番号については、この章の「CVMの説明」の節を参照してください。 

3. 追加のカメラを接続するには、適切なカメラケーブルでカメラの DC IN/SYNCコネクタ
とカメラブレークアウトボックスの未使用のコネクタを接続します。

ブレークアウトボックスの補助電源
CVMに接続したカメラに供給する +12 V電源は、合計で 750 mAを超えないようにしてくだ
さい。これ以上の電源が必要な場合は、+12 V 外部電源アダプタを使用して補助電源を追加
しなければなりません。電源アダプタは、カメラブレークアウトボックスの上部にある補助
電源ソケットに差し込みます。 

例えば、Pulnix TM-9701カメラは 500 mAの電流を必要とします。TM-9701カメラが 2台必
要なときは、合計 1 A の電流が必要となり、限度である 750 mA を超えてしまいます。この
場合は、+12 V電源アダプタを使用します。 

オプションの Cognex電源アダプタ (P/N: 158-0015)か、またはこの節で説明している特性を持
つアダプタを使用することができます。図 15は、オプションの電源アダプタを示しています。 

 図 15. ブレークアウトボックスの外部電源アダプタ

グラウンド

+12 V
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Cognexビデオモジュールと カメラ 3
Cognexブレークアウトボックス用外部電源アダプタ (P/N: 158-0015)は次の特性を持ちます。 

• 中心が負の電圧（グラウンド）である同軸オスコネクタ (2.1× 5.5 mm)

• +12 V DC± 5 %、2.5 Aの安定化電源出力

• グラウンド配線付きコンセントから 90 ～ 240 V AC を入力可能（アメリカまたはヨー
ロッパ仕様）

カメラブレークアウトケーブルを接続する

カメラブレークアウトボックスに代わる手段として、4カメラブレークアウトケーブル (P/N:
300-0232)を使用することもできます。

カメラブレークアウトケーブルを取り付ける手順は次の通りです。

1. PCとカメラの電源を切った状態で、 CVMの背面にあるDB-26Fコネクタにカメラブレー
クアウトケーブルを差し込みます。ブレークアウトケーブルをコネクタにしっかり取り
付けてください。

2. 最初のカメラを取り付けるには、適切なカメラケーブルでカメラの DC IN/SYNCコネクタ
とブレークアウトケーブルの CAM 1 というラベルが付いた分岐ケーブルを接続します。
カメラケーブルの部品番号については、この章の CVMの説明の節を参照してください。

3. 追加のカメラを接続するには、適切なカメラケーブルでカメラの DC IN/SYNCコネクタ
とカメラブレークアウトケーブルの未使用のコネクタを接続します。

 図 16. カメラブレークアウトケーブル (P/N: 300-0232)

ブレークアウトケーブルの補助電源
Pulnix TM-9701カメラなどの大きな電流を必要とするカメラが 2台以上必要なときは、CVM
の電流が 750 mAを超えないように +12 V電源アダプタを使用しなければなりません。この
条件は、p.59の「ブレークアウトボックスの補助電源」の節に説明が記載されています。

DB-26M HR10A-10J-12SC
ヒロセメスコネクタ

P/N: 300-0232
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
このような場合は、別のブレークアウトケーブル (P/N: 300-0230)を使用してください。この
タイプのブレークアウトケーブルには、4 つに分岐したヒロセ分岐ケーブルの他に、5 ピン
DINメスコネクタが付いた 5番目の分岐ケーブルがあります。そのケーブル を外部電源アダ
プタに接続すると +12 Vの電源が供給されます。 

 図 17. 電源入力を備えたカメラブレークアウトケーブル (P/N: 300-0230) 

オプションの Cognex 電源アダプタ (P/N: 800-5728-1) か、またはこの節で説明している特性
を持つアダプタを使用することができます。図 18は 5ピン DINメスコネクタのピン番号を
示し、表 23はこのコネクタのピン配列を示しています。 

 図 18. ケーブル (P/N: 300-0230)の DIN電源入力コネクタのピン番号

注 オプションで電源を使用するブレークアウトボックス (P/N: 800-5627-2) とは異なり、
このブレークアウトケーブルでは電源を使用する必要があります。

DINコネクタのピン 信号

1 GND

2 接続なし

3 接続なし

4 接続なし

5 +12 V

表 23. ケーブル (P/N: 300-0230)の DIN電源入力コネクタのピン配列

DB-26M

ヒロセメス

P/N: 300-0230

コネクタ

5ピン DINメスコネクタ

3

5
2

4

1
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Cognexビデオモジュールと カメラ 3
ヒロセコネクタのピン配列

次の表は、Cognex 8000 シリーズのカメラブレークアウトボックスおよびカメラブレークア
ウトケーブルのヒロセコネクタのピン配列を示しています。 

図 19は、カメラブレークアウトボックスおよびブレークアウトケーブルのヒロセ 12ピンコ
ネクタのピン番号を示しています。

 図 19. ヒロセ 12ピンコネクタのピン番号

 ピン 信号

1 カメラ信号シールド

2 +12 V DC （ヒューズ付き）

3 グラウンド

4 信号（コンポジットビデオ）

5 HD GND

6 HD SIGNAL

7 VD SIGNAL

8 CAM CTRL2

9 接続なし

10 CAM CTRL2

11 +12 V DC （ヒューズ付き）

12 VD GND

表 24. ヒロセ 12ピンコネクタのピン配列

1
2

3

4
5 6

7

8

9
10

11 12
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
Pulnix TM-9701カメラを接続する 

Pulnix TM-9701カメラを使用した画像取り込みは、ノンインタレース、非同期、ダブルパル
スモードでのみサポートされています。図 20に従って、TM-9701のスイッチを NON（ノン
インタレースモード）と ASY（非同期モード）に設定し、ロータリスイッチを 9（ダブルパ
ルスモード）に設定しなければなりません。

TM-9701のシャッター速度は、 Cognexソフトウェアのソフトウェア制御を使用して制御しな
ければなりません。TM-9701のロータリスイッチを使用して制御しないでください。ロータ
リスイッチは 9に設定しなければなりません。 

 図 20. Pulnix TM-9701のバックパネルスイッチ

Sony XC-55カメラを接続する

一部のMVS-8000モデルでは、Sony XC-55およびXC-55BBカメラをサポートしています。Cognex
から XC-55カメラを購入すると、すぐに使用できる状態で納品されます。サードパーティから
XC-55カメラを購入する場合は、この節で示されるようにカメラを設定しなければなりません。 

Sonyからの出荷時には、XC-55/55BBは Sony XC-75カメラと同じ動作をするように設定され
ています。最高のパフォーマンスを得るには、E-DONPISHA II トリガシャッターモードで
XC-55/55BB を使用することをお勧めします。2 つのスイッチを設定することによって、
XC-55/55BBをトリガシャッターモードに切り替えることができます。1つのスイッチは外側
にあり、もう 1つのスイッチは内側にあります。その手順は次の通りです。

1. XC-55/55BB カメラのバックパネル上の 1N/1I スイッチを確認します。 このスイッチを
1Nに設定します。

2. カメラ制御モジュールのカバーを取り外します。カメラコントロールモジュール内の
SG-257回路基板を確認します。 

SG-257回路基板上にあるロータリスイッチ S2を確認します。このスイッチは、カメラ
のトップカバーが上に、レンズマウントが右になるようにカメラを持った場合、4 つあ
るロータリスイッチの右上にあります。このスイッチを E位置に設定します。

NRM ASY INT NON

DIGITAL OUT

FUNCTION
POWER VIDEO

1
2
3

456
7
8
9 0
Cognex MVS-8120ハードウェアマニュアル  63



Cognexビデオモジュールと カメラ 3
Sony XC-ST50カメラを接続する

一部のMVS-8000モデルでは、Sony XC-ST50カメラをサポートしています。CognexからXC-ST50
カメラを購入すると、すぐに使用できる状態で納品されます。サードパーティから XC-ST50カ
メラを購入する場合は、この節で示されるようにカメラを設定する必要があります。

図 21 は、スイッチがフリーランニングモードとラピッドリセットモードに設定された状態
の Sony XC-ST50カメラのバックパネルを示しています。 

 図 21. Sony XC-ST50カメラのバックパネル

Sony XC-ST50カメラのスイッチを設定する手順を次に示します。

1. 図 21のように 8ポジション DIPスイッチを設定します。

注 フレーム集積ではなくフィールド集積を使用する（単視野およびハーフ解像度のビデ
オフォーマットのみ）には、フリーランニングモードでスイッチ 5を ON に設定して
ください。

2. ゲインを F位置に設定します。

3. INT EXTスイッチを EXT（外部）に設定します。

4. TRIGを +に設定します。

5. ガンマ (γ) をオフに設定します。

6. 75 Ωスイッチを ONに設定します。

75Ω +-

OFF ON
TRIG

GAIN

A
F

M

VIDEO
OUT

INT EXT

DC IN
SYNC

OFF
ONγ

1
2
3
4
5
6
7
8

O
N

1
2
3
4
5
6
7
8

O
N

フリーランニング

ラピッドリセット
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
Cognex CVC-1000カメラを接続する

Cognex CVC-1000 高性能カメラは CVM4 モジュールに接続します。すべての設定がソフト
ウェアで制御されるため、CVC-1000にはスイッチやジャンパがありません。CVC-1000は常
に電子シャッター制御で動作します。 

CVM4では 2つのブレークアウトケーブルが使用できます。シングルカメラブレークアウト
ケーブル (Cognex P/N: 300-0224) および 4 カメラブレークアウトケーブル (Cognex P/N:
300-0220)です。ブレークアウトケーブルの 60ピン側を CVM4に接続し、HD-15Fコネクタ
を CVC-1000カメラケーブルに接続します。 

CVC-1000 のバックパネルにはヒロセ 16 ピンオスコネクタが 1 つあります。CVC-1000 の
Cognex 製カメラケーブル (P/N: 300-0223) には、一方に HD-15M コネクタがあり、カメラ側
にヒロセ 16 ピンメスコネクタがあります。そのヒロセコネクタを CVC-1000 カメラに接続
し、ケーブルの HD-15M側をブレークアウトケーブルに接続します。 

注意 CVC-1000 カメラケーブルの HD-15M コネクタは、標準 VGA モニタのコネクタに類
似していますがピンの配線が異なります。誤って、このケーブルにモニタを接続しな
いでください。接続すると、CVC-1000やモニタが損傷する場合があります。

CVC-1000 カメラは、標準の C マウントインタフェースを使用してレンズを取り付けます。
p.57の「オプションのカメラレンズ」の節に記載されているレンズを使用することができます。

CVC-1000使用上の注意

CVM4で CVC-1000カメラを使用するときには次の点に注意してください。

1. CVC-1000カメラが物理的に CVM4に接続されていない場合にカメラ画像を取り込もう
とすると、アプリケーションがハングします。CVC-1000 カメラでは、信号とタイミン
グの情報が CVM4に送信されます。CVC-1000カメラが接続されていないと、CVM4は
あるタイミングの問題を解決できずに、カメラからの入力を待ってハングします。

2. 複数の CVC-1000カメラを接続する場合は、4 カメラブレークアウトケーブルの分岐ラ
ベルの番号順にカメラを追加しなければなりません。つまり、1台目のカメラを "Camera
1"というラベルが付いた分岐ケーブルに、次に 2台目のカメラを "Camera 2"というラ
ベルが付いた分岐ケーブルに接続してください。カメラを接続するときに分岐ケーブル
番号の順番を無視しないでください。
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Cognexビデオモジュールと カメラ 3
CVC-1000の仕様

表 25は、Cognex CVC-1000カメラの設計仕様を示しています。 

機能 パラメータ 仕様

センサ タイプ 1/3インチインタライン転送プログレッシブ
スキャン CCD

総画素数 659 (H)× 494 (V)

セルサイズ 7.4× 7.4 µm

水平周波数 24.5454 MHz

有効画素数 640 (H)× 494 (V)

光学系 水平解像度 500 TVライン

IRフィルタ なし（ダミーグラス）

ガンマ Y=1 （なし）

感度 400ルクス (f4.0)

最低照度 1.0ルクス (f1.4)

機械系 レンズマウント Cマウント

フランジバック 17.526 mm (In Air)

パッケージサイズ 38× 29× 77 mm

重さ 130 g

信頼性 動作温度 -5～ +45℃

保管温度 -25～ +60℃

動作湿度 20～ 80%（結露しないこと）

保管湿度 20～ 95%（結露しないこと）

振動耐久性 X、Y、および Z軸方向に 10 G

衝撃耐久性 70 G

表 25. CVC-1000の仕様
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
CVC-1000ビデオ信号タイミング

CVM4は、Cognex CVC-1000カメラに対応するビデオ画像取り込み信号タイミングをサポー
トしています。CVC-1000 カメラは、RS-170 や CCIR ビデオタイミング規格には準拠せず、
代わりに独自の高速ビデオ信号タイミングフォーマットを提供します。表 26 は、CVM4 で
Cognex CVC-1000カメラを使用した場合のビデオ信号仕様を示しています。 

認定規格 FCC クラス B

CE EN50081-2、EN50082-1

UL UL1492

電源 条件 12 V DC± 5%

消費電力 2.0 W± 0.2

パラメータ 仕様

フォーマット Cognex専用

デジタル制御および
クロック

RS-644（低電圧差動伝送）

ビデオ 75 Ω終端された 1.0 Vピークツーピークの信号、
DCカップリング

電子シャッター 50 µs～ 65 ms

S/N比 最小 55 dB

ゲイン 0 dB固定

ジッタ 測定不能（CCDクロックから直接生成する A/D変換器の
クロック）

垂直周波数 60 Hz

表 26. CVC-1000ビデオ信号タイミング

機能 パラメータ 仕様

表 25. CVC-1000の仕様（続き）
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Cognexビデオモジュールと カメラ 3
HITACHI KP-F100デジタルカメラを接続する

この節では、HITACHI KP-F100デジタルカメラをCVM6に接続する方法について説明します。 

注 シリアル番号が 8100395 より小さい HITACHI KP-F100 デジタルカメラは、トリガロ
ジックに欠陥がある可能性があるためHITACHIで修正しなければならない場合があり
ます。詳細については HITACHIの代理店に連絡してください。 

HITACHI KP-F100デジタルカメラに必要なスイッチ設定

HITACHI KP-F100デジタルカメラを使用するときは、カメラ本体の背面にあるスイッチを表
27のように設定する必要があります。KP-F100でスイッチの設定を変更した後にカメラの電
源を切り、再度電源をオンにします。

図 22は、HITACHI KP-F100デジタルカメラがサポートするスイッチ設定を示しています。 

 図 22. HITACHI KP-F100デジタルカメラのスイッチ設定

スイッチ 設定

Shutter Data - A0 オフ（左）

Shutter Data - A1 オフ（左）

Shutter Data - A2 オフ（左）

Shutter Data - RM オン（右）

Mode 2

FD ON

表 27. HITACHI KP-F100デジタルカメラのスイッチ設定

OFF ON

DIGITAL OUT

DC IN/SYNC VIDEO OUT

FDMODE

1 2 3

A0

SHUTTER
DATA

A1

A2

RM
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
HITACHI KP-F100デジタルカメラの使用上の注意

CVM6で HITACHI KP-F100デジタルカメラを使用するときには次の点に注意してください。

• KP-F100カメラが物理的にCVM6に接続されていない場合にカメラ画像を取り込もうとす
ると、アプリケーションがハングします。KP-F100カメラでは、信号とタイミングの情報
が CVM6に送信されます。KP-F100カメラが接続されていないと、CVM6はあるタイミン
グの問題を解決できずに、カメラからの入力を待ってハングします。

HITACHI KP-F100デジタルカメラのケーブル接続

KP-F100デジタルカメラを CVM6に接続するには次の部品が必要です。

• CVM6から HD-68Fへの Cognex製ケーブル (Cognex P/N: 300-0214) 

• HD-68Mから KP-F100デジタルカメラへの HITACHI電源入力付きケーブル
（HITACHI P/N: C-CG-100または Cognex P/N: 300-0266） 

• HITACHI +12 V電源アダプタ（HITACHI P/N: 45601C1または Cognex P/N: 158-0020）

Cognexケーブル (P/N: 300-0214)は、CVM6の HD-60F コネクタからの信号を 2つの AIA標
準 HD-68F デジタルカメラコネクタに分岐する二股ケーブルです。このケーブルを使用する
と、CVM6 に 1 台または 2 台のデジタルカメラを接続することができます。2 つの HD-68F
コネクタには、Camera 1および Camera 2というラベルが付いています。

HITACHI C-CG-100ケーブル (または Cognex P/N: 300-0266)には、一方に AIA標準 HD-68M
デジタルカメラコネクタ、カメラ側に 3つのケーブルブランチがあります（AIA 68ピンコネ
クタは、ワイド SCSI-2デバイスで使用されるコネクタと同じです）。カメラ側には、ミニセ
ントロニクスコネクタ、12ピンヒロセコネクタ、および 3ピン電源コネクタがあります。

CVM6を p.70の図 23のように KP-F100カメラに接続する手順は次の通りです。

1. Cognex 300-0214ケーブルのHD-60MコネクタをCVM6のHD-60Fコネクタに接続します。

2. HITACHI ケーブル C-CG-100 ケーブル (Cognex P/N: 300-0266) の HD-68M コネクタを
300-0214ケーブルのいずれかの HD-68Fコネクタに接続します。

3. HITACHI C-CG-100 ケーブルのカメラ側にあるミニセントロニクスコネクタを、KP-F100
デジタルカメラの背面にある DIGITAL OUTというラベルが付いたポートに接続します。 

4. HITACHI C-CG-100ケーブルのカメラ側にあるヒロセコネクタを、KP-F100デジタルカ
メラの背面にある DC IN/SYNCというラベルが付いたポートに接続します。

5. HITACHI C-CG-100 ケーブルのカメラ側にある 3 ピンコネクタを HITACHI 電源アダプ
タから出ている 3ピンケーブルに接続します。 

6. 電源の ACアダプタを ACコンセントに差し込みます。 
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Cognexビデオモジュールと カメラ 3
図 23は、CVM6と HITACHI KP-F100デジタルカメラの間の接続を示しています。 

 図 23. HITACHI KP-F100デジタルカメラを CVM6に接続する

DC IN/SYNC

DIGITAL OUT

HITACHI KP-F100
デジタルカメラ

CVM6

+12 V電源アダプタ

ACコンセントに差し込む

Cognex P/N: 300-0214

カ
メ
ラ

2

カメラ 1

Cognex P/N: 300-0266

HITACHI P/N: 45752C1
VIDEO OUT

（3ピンコネクタ）

Cognex P/N: 158-0020

(HITACHI P/N: C-CG-100)
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
Basler A113Pカメラを設定する

Basler A113Pカメラはカメラの背面にあるシリアルポートを介して設定します。 Baslerによっ
て供給されている CD-ROMから Basler Camera Configuration Toolをインストールし、シリア
ルケーブルを使用してホスト PCをカメラに接続します。

[Basler]プログラムグループから [Camera Config Tool]を開き、ツールを起動します。アプ
リケーションが起動すると、ウィンドウの右下に "Responding" という文字が表示されます。
この文字はカメラと通信中であることを示します。カメラが Cognex ソフトウェアで確実に
正しく動作するには、工場出荷時の設定を 3つだけ変更する必要があります。

1. [Exposure]タブを選択します。

• [mode]を [Level]に設定します。

2. [Timing]タブを選択します。

• [Fixed Timing]を選択します。

3. Setsタブを選択します。

• [Work set]と [User set]の間にある下矢印をクリックします。

• [Apply]をクリックします。

Dalsa Spyderラインスキャンカメラを接続する

Dalsa Spyder シリーズのデジタルラインスキャンカメラには SP-11 および SP-12 モデルがあ
り、両方とも Cognex CVM11ビデオモジュールで使用することができます。どちらのモデル
のカメラにも同じ LVDSビデオ信号コネクタがあり、同じ信号ケーブルを接続します。SP-11
および SP-12モデルではカメラに供給される電源の電圧条件が異なります。

注 Dalsa Spyder SP-11または SP-12カメラには、適切なカメラ電源ケーブルを使用して電
源を供給する必要があります。Cognexのケーブルを使用して Spyderを CVM11に接続
する場合は、ケーブルにはビデオ信号だけが導通します。 

Dalsa Spyder SP-11には、+5 V、-5 V、および +15 Vの電源を供給する必要があります。SP-12
には、+12 Vの電源を供給する必要があります。 

CVM11 用に Dalsa カメラを取り付ける方法については、Cognex テクニカルサポートにお問
い合わせください。
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Cognexビデオモジュールと カメラ 3
カメラ I/Oの電気的仕様 

この節では、アナログカメラとデジタルカメラをサポートする CVM 入力回路および信号タ
イミングについて説明します。

アナログビデオ入力回路

この節の情報は、アナログビデオカメラをサポートする CVMモジュールに適用されます。

CAM VIDEO、すなわちビデオ入力信号は約 1V ピークツーピークであり、75 Ω の抵抗でグ
ラウンドに終端されます。各アナログビデオ信号は、図 24のように CVMと接続されます。

 図 24. CVMアナログビデオ入力回路

入力フィルタは、カメラビデオレートを超えるスイッチノイズとランダムノイズを除去しま
す。ビデオ信号は 75 Ωの抵抗で終端され、ビデオ入力部に ACカップリングされます。そし
て、内部で DCに復元されます。入力信号のデジタル化は、ブランキング期間のブラックレベ
ルを基準に行われるので、カメラから発生するDCオフセットの影響を避けることができます。

入力保護デバイスは、A/D変換器を過電圧や低電圧から保護します。

アナロググラウンド

ビデオ入力
リターン

ビデオ入力

カメラ
ACカップリング

C2

入力フィルタ

入力終端 75 Ω 入力保護
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
図 25は、CVMの水平駆動信号と垂直駆動信号を出力するときに使用するトーテムポールま
たはプッシュプル回路を示しています。

 図 25. CVMのアナログカメラ制御回路

Highレベル出力と Lowレベル出力には次の TTLレベル特性があります。 

• ユーザ側の TTL Highレベル負荷条件が 32 mA以下の場合、保証される Highレベル出力
は 2.7 V以上

• ユーザ側の TTL Lowレベル負荷条件が 64 mA以下の場合、保証される Lowレベル出力
は 0.8 V以下

74ABT125

HDRIVE-CAMnHDRIVE-Control

OE-Control
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Cognexビデオモジュールと カメラ 3
アナログビデオ信号タイミング 

CVM は、さまざまな画像解像度と画像フォーマット規格に対するアナログビデオ画像取り
込み信号タイミングをサポートしています。

表 28は、RS-170 (NTSC)と CCIR (ITU-Rまたは PAL)の両フォーマットのビデオ信号タイミ
ングを示しています。使用するビデオフォーマットの幅と高さ（行数）の違いによって一部
のパラメータがわずかに異なるので注意してください。

信号 RS-170 (NTSC) CCIR (PAL) 

水平周波数 15.75 kHz 15.625 kHz

周期 63.5 µs 64 µs

アクティブスキャン 41.4 µs 51.5 µs

ブランキング 22.6 µs 12.5 µs

フロントポーチ 7 µs 2.2 µs

同期 4.6 µs 4.9 µs

バックポーチ 11.0 µs 5.4 µs

等化 2.5 µs 2.8 µs

水平駆動 6.4 µs 6.4 µs

垂直周波数 60 Hz 50 Hz

周期 16.7 ms 20 ms

アクティブ 15.0 ms 16.3 ms

等化 0.18 ms 0.18 ms

同期 0.18 ms 0.18 ms

ブランキング 1.7 ms 3.7 ms

垂直駆動 0.57 ms 0.57 ms

ピクセルクロック 12.348 MHz 14.75 MHz

表 28. RS-170と CCIRのビデオタイミング

フォーマットの

フォーマットの

幅によって
わずかに異なる

行数によって
わずかに異なる
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3  Cognexビデオモジュールと カメラ
デジタルカメラ I/O回路

この節の情報は、CVM6などのデジタルビデオカメラをサポートする CVM モジュールに適
用されます。CVM では、p.38 の表 7 に記載されているように、別の設定でデジタルカメラ
をサポートします。 

図 26は、CVMに接続する各 RS-422デジタルビデオ入力信号を示しています。 

 図 26. CVMデジタルビデオ入力回路

図 27 は、デジタル CVM の制御信号を駆動するときに使用するトーテムポールまたはプッ
シュプル回路を示しています。

 図 27. CVMデジタルカメラ制御回路

信号

入力信号例：

CAM3_D7+

CAM3_D7-

26C32

100 Ω終端

例：
CAM3_D7

74ABT125

CTRLxyControl xy

OE-Control xy

例：
CTRL3A
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4
Cognexパラレル I/Oボード
この章では、Cognex MVS-8120 フレームグラバに使用可能な Cognex パラレル I/O ボードに
ついて説明します。Cognex パラレル I/O ボードは、Cognex フレームグラバのパラレル入出
力 (I/O)機能を提供します。 

この章には次の節があります。

• p.78 の「パラレル I/O ボードの構成」では、MVS-8120 に使用可能なパラレル I/O ボー
ドの各機能について説明します。

• p.80の「機械的仕様」では、パラレル I/Oボードの機械的レイアウト、部品、および動
作環境条件について説明します。

• p.82の「電気的仕様」では、パラレル I/Oボードの電源条件、電気接続、およびコネク
タのピン配列について説明します。

• p.90 の「I/O ブレークアウトケーブル」では、パラレル I/O ボードのバックパネルのコ
ネクタから標準端子コネクタにパラレル I/O 信号を転送する Cognex ケーブルについて
説明します。

• p.98の「パラレル I/Oの論理回路」には、パラレル I/Oボードのパラレル論理回路図を
記載しています。
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Cognexパラレル I/Oボード 4
パラレル I/Oボードの構成
表 29のように、使用できる Cognexパラレル I/Oボードには次の 3つの構成があります。  

オプション
部品番号 I/O機能 注

標準構成
P/N: 800-5726-1

TTL入力× 8（高速ビデオトリガ× 4）

TTL出力× 8

双方向 TTL I/Oライン× 8 

光絶縁型出力× 4ペア
（差動ストロボ出力× 4） 

旧モデルの Cognex ISA
パラレル I/Oボードと完
全に互換性があります。

照明制御構成
P/N: 800-5726-2

TTL 入力× 4（トリガおよび I/O 入力
はジャンパスイッチで切り替え可能）

光絶縁型入力× 4（トリガおよび I/O入
力はジャンパスイッチで切り替え可能）

出力用の双方向 TTL I/Oライン× 4 

光絶縁型出力× 4 ペア（差動ストロボ
出力× 4） 

ダイナミック照明× 4 

光絶縁型入力、選択可能
トリガオプション、およ
び照明制御機能を追加
します。

外部構成
P/N: 800-5726-3

専用 TTL入力× 8 

専用 TTL出力× 8

出力用の双方向 TTL I/Oライン× 4 

専用 TTL出力× 8

Cognex外部 I/Oモジュー
ルと追加補助 I/O機能を
サポートします。

表 29. パラレル I/Oボードの構成
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4  Cognexパラレル I/Oボード
出力として双方向ラインを使用する

パラレル I/Oボードで双方向ラインを出力として使用すると、これらのラインは、アプリケー
ションソフトウェアによって最初に初期化されるときに Highから Lowに遷移します。この
動作の解決策には次の方法があります。

標準および照明制御構成のみの場合

• 外部に 470 Ωプルダウン抵抗を、出力ラインとして設定されている各双方向ラインへ追
加します。

すべての構成の場合

• 出力用の双方向ラインに接続されている外部装置を、ラインがアプリケーションソフト
ウェアによって完全に設定されるまでは状態遷移を無視するように設定します。
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Cognexパラレル I/Oボード 4
機械的仕様
この節では、パラレル I/O ボードのレイアウト、ユーザがアクセス可能な部品、および動作
環境条件について説明します。

レイアウト

パラレル I/Oボードは、135× 107 mm（約 5.3× 4.2インチ）のハーフサイズカードです。こ
のボードには 3 つの構成があります。図 28 は、このボードのレイアウトとユーザがアクセ
ス可能な部品を示しています。

 図 28. Cognexパラレル I/Oボードのレイアウト

このボードは、バスコネクタではなくバススロットに挿入します。ホストコンピュータの空
きスロットに取り付けることができます。LEDと OPTO/TTLジャンパ J2は、照明制御構成
のボードにのみ実装されています。 

3
2
1

J2

J5
J4

J1

J3

D1 D3 D4D2

LEDパラレル I/O
26ピンコネクタ

外部電源
コネクタ

ジャンパ

(照明制御構成のみ )

（照明制御構成のみ）

TTL

OPTO

135 mm
（5.3インチ）

ベースボード

TRIG

107 mm
（4.2インチ）

ライトポート
15ピンコネクタ

補助 I/O & I/Oコネクタ

TRIG
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4  Cognexパラレル I/Oボード
ユーザがアクセス可能な部品

パラレル I/Oボードには、次のユーザアクセス可能な部品が付いています。

• バックパネル上の26ピンのパラレルI/OコネクタJ1。パラレルI/O信号をやり取りします。

• バックパネル上の 15 ピンの補助 I/O & ライトポートコネクタ J3。このコネクタは、標
準構成および外部構成のボードでは補助 I/O信号を、照明制御構成のボードでは照明制
御信号をやり取りします。 

• ボード上部に配置されている外部電源コネクタ J4。+12 V外部電源に接続されます。 

• ボードの上部に配置された 40 ピンのベースボードパラレル I/O コネクタ J5。ホストの
フレームグラバに接続されます。

照明制御構成のボードのみ、次の部品があります。

• ボード上部にある 4つの LED。照明制御の電源ステータスを表示します。

• ボード右下にある TTL TRIG/OPTO TRIG 選択ジャンパ J2。ダイナミック照明のトリガ
ソースを選択することができます。 

環境条件

パラレル I/Oボードの動作環境条件は、ホストのフレームグラバと同じです。
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Cognexパラレル I/Oボード 4
電気的仕様
この節では、パラレル I/O ボードの電源条件、電気接続、および信号のピン配列について説
明します。

電源条件

パラレル I/O ボードには、外部電源コネクタから電源を供給します。PCI バススロットから
は給電されません。パラレル I/O ボードは、ホスト PC のバックパネルにボードを固定して
いるブラケットで接地されます。

外部電源コネクタ
外部電源コネクタ J4は、Cognex電源アダプタケーブル (P/N: 300-0175)を介してホスト PCか
ら外部 +12 V電源を供給します。表 30は、外部電源コネクタのピン配列を示しています。 

コネクタにはキーが付いていて、ケーブルが正しい方向にのみ挿入されるようになっていま
す。供給できる外部電源の容量は、ホスト PC と、パラレル I/O ボードの照明制御ヒューズ
によって決まります。最大量は 0.5 Aです。

照明制御構成

照明制御構成のパラレル I/Oボードは、最大 4台のカメラについてダイナミック照明制御を
サポートします。照明制御信号は、補助 I/O &ライトポートコネクタのピンを介してやり取
りされます。

照明電源とヒューズ
照明の電源は、ヒューズ付き電源ラインによって外部電源コネクタ J4 を介して供給されま
す。照明制御構成のパラレル I/Oボードは、15ピンのライトポートコネクタの 4つのピンで
+12 V電源を供給します。これらのピンには、過電流から保護するために 0.5 Aのポリスイッ
チ自己復帰型ヒューズが付いています。

ピン 信号名

1 GND

2 接続なし

3 +12 V

表 30. 外部電源コネクタのピン配列
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4  Cognexパラレル I/Oボード
照明電源インジケータ LED

パラレル I/Oボードの上端にある 4つの LEDには、照明のポリスイッチ自己復帰型ヒューズ
のステータスが表示されます。ライトポート 0～ 3は、図 29のように LED 1～ 4に対応し
ています。

 図 29. パラレル I/Oボードを上から見たときの LED

通常、電源がオンになるとこれらの LED は点灯します。LED が点灯しない場合、関連装置
のポートに過電流が発生していることを示します。 ポートはポリスイッチ自己復帰型ヒュー
ズで保護されており、過電流状態を解消すると LEDは再び点灯します。4つすべてのインジ
ケータが点灯しない場合、電源に異常があることを示します。

注 過電流状態は速やかに解消してください。 

OPTO/TTLトリガ選択ジャンパ 

照明制御構成のパラレル I/O ボードの場合、OPTO/TTL トリガ選択ジャンパ J2 を使用する
と、光絶縁型 (OPTO)入力または TTLトリガ入力のいずれかを選択することができます。 動
作時、OPTO入力は TTLロジックに変換され、ジャンパ J2の位置によって標準 TTL入力ラ
イン (TTL_IN_[1:4])、または高速トリガ入力用の TTL入力ライン (TTL_IN_[5:8])のいずれか
にマッピングされます。表 31は、ジャンパ J2の設定値の作用と信号のマッピングを示して
います。

ホスト PCのバックパネル

D
1

D
2

D
3

D
4

 
ライトポート

3

電源インジケータ LED

2 1 0

J2ジャンパ位置
26ピンコネクタ上の
I/O信号

40ピンコネクタ上の I/O信号への
マッピング

ジャンパなし、
またはピン 2～ 3  (TTL TRIG)

OPTO_IN [1:4] +/-
（ピン 1～ 4、17、23、25～ 26）

TTL_IN_[1:4]
（ピン 1～ 4）

TTL_IN_[5:8]
（ピン 5～ 8）

TTL_IN_[5:8]
（ピン 5～ 8）

表 31. OPTO/TTLジャンパの選択 
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Cognexパラレル I/Oボード 4
注 オプトアイソレータのオンおよびオフ時間は長いので、OPTO ラインには、オンパル
スとオフパルスの幅として最低 250ms が必要です。パルス幅が 250ms より小さいと、
オプトアイソレータ変換回路は個々のパルスを認識できなくなります。

ベースボードパラレル I/Oコネクタ

ベースボードパラレル I/O コネクタ J5 は、パラレルブレークアウトケーブル (Cognex P/N:
300-0133)を介してパラレル I/Oボードとホストフレームグラバのパラレル I/Oラインを接続
します。

注 参考のために、ベースボードコネクタのピン配列を次に示します。通常の場合、パラ
レル I/O装置を、パラレル I/Oボードのベースボードパラレル I/Oコネクタではなく、
バックパネルのコネクタだけに接続してください。 

ベースボードパラレル I/Oコネクタは、2列に並んだ 40ピンの高密度オスヘッダです。図 30
は、このコネクタのピン番号を示しています。

 図 30. ベースボードパラレル I/Oコネクタのピン番号

ピン 1とピン 2を短絡
(OPTO TRIG)

OPTO_IN [1:4] +/-
（ピン 1～ 4、17、23、25～ 26）

TTL_IN_[5:8]
（ピン 5～ 8）

TTL_IN_[5:8]
（ピン 5～ 8）

TTL_IN_[1:4]
（ピン 1～ 4）

J2ジャンパ位置
26ピンコネクタ上の
I/O信号

40ピンコネクタ上の I/O信号への
マッピング

表 31. OPTO/TTLジャンパの選択 （続き）

1 3 5 7 9 13 17 21 25 2911 15 19 23 27 31 33 35 37 39

2 4 6 8 10 14 18 22 26 3012 16 20 24 28 32 34 36 38 40
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4  Cognexパラレル I/Oボード
表 32は、ベースボードパラレル I/Oコネクタのピン配列を示しています。 

ピン 信号 ピン 信号

1 TTL_IN_1 2 TTL_IN_2

3 TTL_IN_3 4 TTL_IN_4

5 TTL_IN_5（トリガ 1） 6 TTL_IN_6（トリガ 2）

7 TTL_IN_7（トリガ 3） 8 TTL_IN_8（トリガ 4）

9 グラウンド 10 接続なし

11 グラウンド 12 TTL_OUT_1

13 TTL_OUT_2 14 TTL_OUT_3

15 TTL_OUT_4 16 TTL_OUT_5

17 TTL_OUT_6 18 TTL_OUT_7

19 TTL_OUT_8 20 グラウンド

21 TTL_BI_8 22 TTL_BI_7

23 TTL_BI_6 24 TTL_BI_5

25 TTL_BI_4 26 TTL_BI_3

27 TTL_BI_2 28 TTL_BI_1

29 グラウンド 30 OPTO_OUT_1+（ストロボ 1）

31 OPTO_OUT_1-（ストロボ 1） 32 OPTO_OUT_2+（ストロボ 2）

33 OPTO_OUT_2-（ストロボ 2） 34 グラウンド

35 グラウンド 36 OPTO_OUT_3+（ストロボ 3）

37 OPTO_OUT_3-（ストロボ 3） 38 OPTO_OUT_4+（ストロボ 4）

39 OPTO_OUT_4-（ストロボ 4） 40 グラウンド

表 32. ベースボードパラレル I/Oコネクタのピン配列
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Cognexパラレル I/Oボード 4
ベースボードパラレル I/Oケーブル

10.2 cm（4インチ）のリボンケーブル (Cognex P/N: 300-0133）は、ベースボードパラレル I/O
コネクタとホストビジョンプロセッサまたはフレームグラバを接続します。 ケーブルの両端
には 40 ピンコネクタが付いています。コネクタにはキーが付いていおり、正しい方向に挿
入されるようになっています。図 31は、このケーブルの図を示しています。

 図 31. Cognexパラレル I/Oボードの 4インチリボンケーブル (P/N: 300-0133)

10.2 cm（4インチ）

40ピンコネクタ
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パラレル I/Oコネクタ

パラレル I/O コネクタは、バックパネルにある 26 ピンの高密度メスコネクタで、パラレル
I/O信号をやり取りします。図 32は、このコネクタのピン番号を示しています。

 図 32. パラレル I/Oコネクタのピン番号

パラレル I/Oコネクタのピン配列は、パラレル I/Oボードの構成によって異なります。表 33
は、パラレル I/Oボードの構成ごとのピン配列を示しています。

ピン  標準構成  照明制御構成 外部構成 特殊機能

1 TTL_IN_1 OPTO_IN_1+ TTL_IN_1

2 TTL_IN_2 OPTO_IN_2+ TTL_IN_2

3 TTL_IN_3 OPTO_IN_3+ TTL_IN_3 

4 TTL_IN_4 OPTO_IN_4+ TTL_IN_4

5 TTL_IN_5 TTL_IN_5 TTL_IN_5 トリガ 1

6 TTL_IN_6 TTL_IN_6 TTL_IN_6 トリガ 2

7 TTL_IN_7 TTL_IN_7 TTL_IN_7 トリガ 3

8 TTL_IN_8 TTL_IN_8 TTL_IN_8 トリガ 4

9 TTL_BI_5 TTL_BI_5 TTL_OUT_1

10 TTL_BI_6 TTL_BI_6 TTL_OUT_2

11 TTL_BI_7 TTL_BI_7 TTL_OUT_3

12 TTL_BI_8 TTL_BI_8 TTL_OUT_4

13 OPTO_OUT_1- OPTO_OUT_1- TTL_OUT_5 ストロボ 1+

14 OPTO_OUT_2- OPTO_OUT_2- TTL_OUT_6 ストロボ 2+

15 OPTO_OUT_3- OPTO_OUT_3- TTL_OUT_7 ストロボ 3+

16 OPTO_OUT_4- OPTO_OUT_4- TTL_OUT_8 ストロボ 3+

表 33. パラレル I/Oコネクタのピン配列  

1

19

10

9

26

18
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Cognexパラレル I/Oボード 4
すべてのパラレル I/Oラインは、過電圧および静電放電から保護されています。パラレル I/O
コネクタの 2つの +5 V電源ピンは、0.75 mAのポリスイッチ自己復帰型ヒューズが取り付け
られています。このヒューズは、過電流を防止し、出力電流を 0.75 mAに制限します。

17 接続なし OPTO_IN_4- VCC

18 OPTO_OUT_1+ OPTO_OUT_1+ VCC ストロボ 1-

19 OPTO_OUT_2+ OPTO_OUT_2+ GND ストロボ 2-

20 GND GND GND

21 OPTO_OUT_3+ OPTO_OUT_3+ GND ストロボ 3-

22 OPTO_OUT_4+ OPTO_OUT_4+ GND ストロボ 4-

23 接続なし OPTO_IN_1- GND

24 GND GND GND

25 接続なし OPTO_IN_2- 接続なし

26 接続なし OPTO_IN_3- 接続なし

ピン  標準構成  照明制御構成 外部構成 特殊機能

表 33. パラレル I/Oコネクタのピン配列（続き） 
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4  Cognexパラレル I/Oボード
補助 I/O &ライトポートコネクタ

補助 I/O &ライトポートコネクタは、ボードのバックパネルにある 15ピンの高密度メスコネ
クタです。図 33は、このコネクタのピン番号を示しています。

 図 33. 補助 I/O &ライトポートコネクタのピン番号

補助 I/O &ライトポートコネクタのピン配列は、パラレル I/O ボードの構成によって異なり
ます。表 34は、パラレル I/Oボード構成ごとのピン配列を示しています。

パラレル I/Oボードの標準構成と外部構成のコネクタのピン配列は同一です。

ピン番号 標準構成 照明制御構成 外部構成

1 TTL_OUT_1 BF0 TTL_OUT_1

2 GND GND GND

3 TTL_OUT_6 DF1 TTL_OUT_6

4 TTL_OUT_8 +12V_LIGHTS_2 TTL_OUT_8

5 TTL_BI_2 BF3 TTL_BI_2

6 TTL_OUT_2 +12V_LIGHTS_0 TTL_OUT_2

7 TTL_OUT_4 BF1 TTL_OUT_4

8 GND GND GND

9 TTL_BI_1 DF2 TTL_BI_1

10 TTL_BI_3 +12V_LIGHTS_3 TTL_BI_3

11 TTL_OUT_3 DF0 TTL_OUT_3

12 TTL_OUT_5 +12V_LIGHTS_1 TTL_OUT_5

13 TTL_OUT_7 BF2 TTL_OUT_7

14 GND GND GND

15 TTL_BI_4 DF3 TTL_BI_4

表 34. 補助 I/O &ライトポートコネクタのピン配列

15
610
1115
Cognex MVS-8120ハードウェアマニュアル  89



Cognexパラレル I/Oボード 4
I/Oブレークアウトケーブル 

Cognexは、パラレル I/Oボードの後ろにある 2つのコネクタから標準端子コネクタへの I/O
ラインを分岐させるケーブルを供給しています。表 35は、3つのパラレル I/Oボード構成の
I/Oブレークケーブルと部品番号を示しています。

Cognex I/Oブレークアウトケーブルは別途注文してください。  

パラレル I/O
ボードの構成

パラレル I/Oボード
上のコネクタ

Cognex製ケーブル
の部品番号 コネクタ

標準構成 PIO（26ピン） 300-0287 16ポジションネジ端子× 1

10ポジションネジ端子× 1

補助 I/O（15ピン） 300-0288 16ポジションネジ端子× 1

照明制御構成 PIO（26ピン） 300-0287 16ポジションネジ端子× 1

10ポジションネジ端子× 1

ライトポート
（15ピン）

300-0289 RJ-11端子  
モジュールコネクタ× 4

外部構成 PIO（26ピン） 300-0274 外部 I/Oモジュール用
26ピンコネクタ× 1

補助 I/O（15ピン） 300-0288 16ポジションネジ端子× 1

表 35. パラレル I/Oボードのブレークアウトケーブル
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4  Cognexパラレル I/Oボード
ケーブル P/N: 300-0274

Cognexケーブル (P/N: 300-0274)は、外部構成のパラレル I/Oボードに使用します。 このケー
ブルは、26ピンの高密度オスコネクタ (P1)で、P1と同じ型のコネクタ (P2)に接続されます。
図 34は、このケーブルの図を示しています。

 図 34. ケーブル (P/N: 300-0274)の図 

表 36は、ケーブル (P/N: 300-0274)のピン配列を示しています。

外部構成における I/O信号 P1のピン番号 P2のピン番号

TTL_IN_1 1 1

TTL_IN_2 2 2

TTL_IN_3 3 3

TTL_IN_4 4 4

TTL_IN_5 5 5

TTL_IN_6 6 6

TTL_IN_7 7 7

TTL_IN_8 8 8

TTL_OUT_1 9 9

TTL_OUT_2 10 10

TTL_OUT_3 11 11

TTL_OUT_4 12 12

TTL_OUT_5 13 13

TTL_OUT_6 14 14

表 36. ケーブル (P/N: 300-0274)の信号名とピン配列

P1 (HD-26 M) P2 (HD-26 M)
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Cognexパラレル I/Oボード 4
ケーブル P/N: 300-0287

Cognexケーブル (P/N: 300-0287)は、標準および照明制御構成のパラレル I/Oボードに使用し
ます。このケーブルは、26 ピンの高密度オスコネクタ (P1) で、10 ポジションネジ端子コネ
クタ (P3)と、16ポジションネジ端子コネクタ (P2)に分岐します。図 35は、このケーブルを
示しています。

 図 35. ケーブル (P/N: 300-0287)の図

TTL_OUT_7 15 15

TTL_OUT_8 16 16

VCC 17 17

VCC 18 18

GND 19 19

GND 20 20

GND 21 21

GND 22 22

GND 23 23

GND 24 24

接続なし 25 25

接続なし 26 26

外部構成における I/O信号 P1のピン番号 P2のピン番号

表 36. ケーブル (P/N: 300-0274)の信号名とピン配列（続き）

P1 (HD-26 M)

P3（10ポジションのメスプラグ）

P2（16ポジションのメスプラグ）
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4  Cognexパラレル I/Oボード
表 37は、ケーブル (P/N: 300-0287)のピン配列を示しています。

外部構成における I/O信号 P1のピン番号 P2のピン番号 P3のピン番号

TTL_IN_1 1 接続なし 3

TTL_IN_2 2 接続なし 5

TTL_IN_3 3 接続なし 7

TTL_IN_4 4 接続なし 9

TTL_IN_5 5 1 接続なし

TTL_IN_6 6 2 接続なし

TTL_IN_7 7 3 接続なし

TTL_IN_8 8 4 接続なし

TTL_BI_5 9 5 接続なし

TTL_BI_6 10 6 接続なし

TTL_BI_7 11 7 接続なし

TTL_BI_8 12 8 接続なし

OPTO_OUT_1- 13 10 接続なし

OPTO_OUT_2- 14 12 接続なし

OPTO_OUT_3- 15 14 接続なし

OPTO_OUT_4- 16 16 接続なし

接続なし 17 接続なし 10

OPTO_OUT_1+ 18 9 接続なし

OPTO_OUT_2+ 19 11 接続なし

GND 20 接続なし 1

OPTO_OUT_3+ 21 13 接続なし

OPTO_OUT_4+ 22 15 接続なし

接続なし 23 接続なし 4

GND 24 接続なし 2

表 37. ケーブル (P/N: 300-0287)の信号名とピン配列  
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Cognexパラレル I/Oボード 4
ケーブル P/N: 300-0288

Cognex ケーブル (P/N: 300-0288) は、標準および外部構成のパラレル I/O ボードに使用しま
す。このケーブルは、15ピンの高密度オスコネクタ (P1)で 16ポジションネジ端子コネクタ
(P2)に接続されます。図 36は、このケーブルを示しています。

 図 36. ケーブル (P/N: 300-0288)の図 

表 38は、ケーブル (P/N: 300-0288)のピン配列を示しています。

接続なし 25 接続なし 6

接続なし 26 接続なし 8

外部構成における I/O信号 P1のピン番号 P2のピン番号 P3のピン番号

表 37. ケーブル (P/N: 300-0287)の信号名とピン配列（続き） 

標準および外部構成における補助 I/O信号 P1のピン番号 P2のピン番号

TTL_OUT_1 1 5

GND 2 13

TTL_OUT_6 3 10

TTL_OUT_8 4 12

TTL_BI_2 5 2

TTL_OUT_2 6 6

TTL_OUT_4 7 8

GND 8、14 15、14

TTL_BI_1 9 1

表 38. ケーブル (P/N: 300-0288)の信号名とピン配列

P1 (HD-15M) P2（16ポジションのメスプラグ）
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4  Cognexパラレル I/Oボード
ケーブル P/N: 300-0289

Cognexケーブル (P/N: 300-0289)は、照明制御構成のパラレル I/Oボードに使用します。 この
ケーブルは、15 ピンの高密度オスコネクタ (P1)で、RJ-11 端子プラグを介して 4 つの AMP
モジュールカプラ (P2～ P5)に分岐します。図 37は、ケーブルとカプラを示しています。 

 図 37. ケーブル (P/N: 300-0289)の図

TTL_BI_3 10 3

TTL_OUT_3 11 7

TTL_OUT_5 12 9

TTL_OUT_7 13 11

TTL_BI_4 15 4

キープラグ 接続なし 16

標準および外部構成における補助 I/O信号 P1のピン番号 P2のピン番号

表 38. ケーブル (P/N: 300-0288)の信号名とピン配列（続き）

P1 (HD-15M)

P2  

(RJ-11)

P3 

P4 

P5 

(AMP #555050
モジュールカプラ )
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Cognexパラレル I/Oボード 4
表 39はケーブル (P/N: 300-0289)のピン配列を示しています。

照明制御構成における
I/O信号

P1の
ピン番号

P2の
ピン番号

P3の
ピン番号

P4の
ピン番号

P5の
ピン番号

BF0 1 3

+12V_LIGHTS_0 6 1、4

DF0 11 2

GND 2

BF1 7 3

+12V_LIGHTS_1 12 1、4

DF1 3 2

GND 8

BF2 13 3

+12V_LIGHTS_2 4 1、4

DF2 9 2

GND 14

BF3 5 3

+12V_LIGHTS_3 10 1、4

DF3 15 2

表 39. ケーブル (P/N: 300-0289)の信号名とピン配列
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4  Cognexパラレル I/Oボード
ネジ端子コネクタ

いくつかの Cognex I/O ブレークアウトケーブルの終端には、ネジ端子コネクタが付いていま
す。 ネジ端子コネクタは標準サイズで、端子数に応じて大きくなります。図 38 は、16 ポジ
ションネジ端子コネクタと、それと対になるCognexケーブルコネクタの正面を示しています。

 図 38. ネジ端子コネクタ

Cognexケーブルに使用される 10ポジションネジ端子コネクタは、端子の数を除き図 38と同
じです。 

Cognex供給のケーブルコネクタにはピンポジションの番号が付いています。また、コネクタに
はキーが付いており、ネジ端子コネクタが正しい向きでのみ挿入されるようになっています。 

�� ������ �����

�� ������ �����

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

端子ネジ

端子ピン 1は右に
示した向きにしたとき
一番上にあります。

右に示した位置の

Cognexケーブルコネクタの正面

ネジ端子コネクタ

ピン番号は、あくまでも
参考用です。
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Cognexパラレル I/Oボード 4
パラレル I/Oの論理回路 

この節では、パラレル I/O ボードで使用されているパラレル I/O 回路の論理図について説明
します。

図 39は、TTLパラレル入力 (TTL_IN)回路を示しています。

 図 39. パラレル入力回路

正しい論理 Low 入力を保証するには、フレームグラバに TTL 入力を直接駆動する論理回路
が、0.5 Vで 14 mA 以上の電流を流す必要があります。各 TTL入力は 330 Ω抵抗によってプ
ルアップされているので、オープンコレクタ回路を使用して入力を駆動することができます。

図 40は、TTLパラレル出力 (TTL_OUT)回路を示しています。

 図 40. パラレル出力回路

+5 V

330 Ω74ACT244

TTL_IN

74ACT240

TTL_OUT
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4  Cognexパラレル I/Oボード
図 41は、汎用双方向 I/O (TTL_BI)パラレル回路を示しています。

 図 41. 汎用双方向 I/Oパラレル回路 

8本の汎用双方向 I/Oラインは、入力に使用される場合は電気的に図 39と等価で、出力に使
用される場合は図 40と等価です。

図 42は、光絶縁型 (OPTO_OUT)出力回路を示しています。

 図 42. 光絶縁型出力回路

74ACT374

TTL_BI

74ACT244

330 Ω

+5 V

OPTO_OUT_n+

OPTO_OUT_n-

ILD223

OPTO_OUT_n

オプト
アイソレータ
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Cognexパラレル I/Oボード 4
光絶縁型出力を配線する
光絶縁型出力は、電圧源出力配線または接点閉鎖出力配線のいずれかの方法で配線すること
ができます。図 43は、電圧源出力配線構成の例を示しています。外部電源（24 V DCなど）
を OPTO OUT+に接続し、OPTO_OUT-を外部装置に接続します。 外部装置は、125 mAを超
える電流が回路に流れないように十分なインピーダンスが必要です。

 図 43. 光絶縁型出力：電圧源出力配線

図 44 は、接点閉鎖出力配線構成を使用した例を示しています。出力は、OPTO_OUT+ およ
び OPTO_OUT- から直接取り出されます。この出力は接点閉鎖スイッチとして機能します。
電流 (125 mA)と電圧 (30 V)の限界を超えないようにしてください。

 図 44. 光絶縁型出力：接点閉鎖配線

+ V

+Vリターン

ストロボ

330 Ω

+5 V

OPTO_OUT+

OPTO_OUT-

OPTO_OUT

ILD223
オプト
アイソレータ

OPTO_OUT+

OPTO_OUT-

OPTO_OUT

330 Ω

+5 V

ILD223
オプト
アイソレータ
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5
Cognex外部 I/Oモジュール
この章では、MVS-8120 フレームグラバの Cognex 外部 I/O モジュールについて説明します。
Cognex 外部 I/O モジュールは、ケーブルを介して外部構成のパラレル I/O ボードに接続し、
光絶縁型 I/O機能を提供します。

この章には次の節があります。

• p.102の「機能」では、Cognex外部 I/Oモジュールのパラレル I/O機能について説明します。

• p.103の「外部 I/Oモジュールの取り付け」では、Cognexパラレル I/Oボードに Cognex外
部 I/Oモジュールを取り付ける方法について説明します。

• p.105の「説明」では、Cognex外部 I/O モジュールのレイアウト、機械的仕様、および
コネクタや信号のピン配列などの電気的仕様について説明します。
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Cognex外部 I/Oモジュール 5
機能
Cognex 外部 I/Oモジュールは、ケーブルを使用して外部構成の Cognexパラレル I/O ボード
のパラレル I/Oポートに接続します。 Cognex外部I/Oモジュールは、外部信号源からMVS-8000
フレームグラバにパラレル I/O信号を転送します。 

外部 I/Oモジュールには次の機能があります。

• 8つのディスクリート入力と 8つのディスクリート出力

• 信号電圧：5～ 24 V DC

• 外部入力および出力用の光絶縁

• 各ラインの状態を表示する LED

• ホストのフレームグラバからの電源供給

• DINレール取り付け
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5  Cognex外部 I/Oモジュール
外部 I/Oモジュールの取り付け
この節では、外部 I/O モジュールを Cognex フレームグラバおよびビジョンプロセッサの
Cognexパラレル I/Oボードに取り付ける方法について説明します。

注 外部 I/Oモジュールは、外部構成の Cognexパラレル I/Oボードでのみ使用することが
できます。

注意 外部 I/O モジュールのグラウンド電位は、フレームグラバのシャーシと同じである必
要があります。電位が異なると装置が損傷する場合があります。また、アース線を I/O
モジュールのグラウンドネジに接続する場合、そのグラウンドの電位はフレームグラ
バのグラウンドと同じである必要があります。

外部 I/Oモジュールの取り付け手順

1. 外部構成のパラレル I/Oボードが既に取り付けられていることを確認します。ボード構
成について調べるには、p.78の「パラレル I/Oボードの構成」を参照してください。 

2. 外部 I/Oモジュールを使いやすい面に取り付けます。このモジュールは、標準の #3 DIN
レールに取り付けられるように設計されています。p.105 の「レイアウト」を参照して
ください。

3. ホストフレームグラバとパラレル I/Oボードの電源を切ります。

4. 外部 I/Oケーブル (P/N: 300-0274)の一方を外部 I/Oモジュールの 26ピンコネクタに差し
込み、もう一方をパラレル I/Oボードの 26ピンコネクタに差し込みます。 

5. 入力信号ラインを外部 I/O モジュールの入力ネジ端子につなぎ、固定ネジを締めます。
p.104の「信号ラインの接続方法」と p.110の「入力端子ブロック」を参照してください。

6. 出力信号ラインを外部 I/O モジュールの出力ネジ端子につなぎ、固定ネジを締めます。
p.104の「信号ラインの接続方法」と p.111の「出力端子ブロック」を参照してください。
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Cognex外部 I/Oモジュール 5
信号ラインの接続方法

図 45は、外部 I/Oモジュールのそれぞれの端子に入力および出力信号ラインを接続する方法
を示しています。

 図 45. 信号の端子プラグへの接続方法

入力および出力信号ラインのいずれについても、信号の「供給」をプラス側の端子に接続し、
「引き込み」をマイナス側の端子に接続します。

5～ 15 V DC 電源

+

-

引き込み 供給 引き込み供給
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5  Cognex外部 I/Oモジュール
説明
この節では、外部 I/O モジュールのレイアウト、機械的仕様、および電気的仕様について説
明します。

レイアウト

図 46は、外部 I/Oモジュールのレイアウトと主な部品を示しています。

 図 46. 外部 I/Oモジュールのレイアウトと部品

DB-26Fコネクタは、Cognexケーブルを介して Cognexパラレル I/Oボードへの接続を提供し
ます。入力および出力端子は、外部 I/Oラインへの接続を提供します。LEDは、入力および
出力ラインに電気が流れているかどうかを表示します。

入力端子

出力端子

DB-26Fコネクタ

グラウンドネジ

LED
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Cognex外部 I/Oモジュール 5
機械的仕様と電気的仕様

表 40は、外部 I/Oモジュールの機械的仕様と電気的仕様を記載しています。

仕様 説明

寸法 1.91 cm（幅）× 6.03 cm（高さ）× 8.26 cm（奥行き）

4.688インチ（幅）× 2.375インチ（高さ）× 3.25インチ（奥行き）

取り付け #3 DINレールに取り付け可能

動作電圧（現場側） 5～ 24 V DC

電源 +5 V DC、フレームグラバから給電

最大出力電流 15 mA（引き込み側または供給側）

ON状態時の電圧降下 10 mAで 0.8 V DC、15 mAで 2.6 DC

OFF状態時の漏れ電流 100 µA（15 V DCにおける最大値）

出力遅延 ON：6 µs

OFF：5 mAで 130 µs、10 mAで 95 µs、15 mAで 85 µs  

入力抵抗 最大 1000 Ω

入力状態電流 ON：3.5～ 15 mA

OFF：500 µA 

入力遅延 ON：3.5 mAで 30 µs、15 mAで 8 µs

OFF：3.5 mAで 45 µs、15 mAで 80 µs

線材の直径 26～ 12 AWG

端子ブロックのトルク 最大 0.8 Nm (7in-lbf)

表 40. 外部 I/Oモジュールの仕様
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5  Cognex外部 I/Oモジュール
ケーブル 2.1 m（7フィート）Cognex供給

動作環境 動作温度：0～ 50° C

保管温度：-20～ +85° C

相対湿度：5～ 95%（結露しないこと）

仕様 説明

表 40. 外部 I/Oモジュールの仕様（続き）
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コネクタとピン配列
この節では、外部 I/O モジュールのコネクタとピン配列について説明します。外部 I/O モ
ジュールには、26ピンのパラレル I/Oコネクタ、8端子入力ブロック、および 8端子出力ブ
ロックが付いています。

パラレル I/Oコネクタ

図 47は、パラレル I/Oコネクタのピン番号を示しています。

 図 47. パラレル I/Oコネクタのピン番号

表 41は、パラレル I/Oコネクタのピン配列を示しています。

ピン番号 信号名

1 TTL_IN_1

2 TTL_IN_2

3 TTL_IN_3

4 TTL_IN_4

5 TTL_IN_5

6 TTL_IN_6

7 TTL_IN_7

8 TTL_IN_8

9 TTL_OUT_1

10 TTL_OUT_2

11 TTL_OUT_3

12 TTL_OUT_4

13 TTL_OUT_5

表 41. パラレル I/Oコネクタのピン配列

1

19

10

9

26

18
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14 TTL_OUT_6

15 TTL_OUT_7

16 TTL_OUT_8

17 電源：+5 V DC（0.5 Aヒューズ付き）

18 電源：+5 V DC（0.5 Aヒューズ付き）

20 GND

21 GND

21 GND

22 GND

23 GND

24 GND

25 接続なし

26 接続なし

ピン番号 信号名

表 41. パラレル I/Oコネクタのピン配列（続き）
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入力端子ブロック

図 48は、入力端子ブロックのピン番号を示しています。

 図 48. 入力端子ブロックのピン番号

表 42は、入力端子ブロックのピン配列を示しています。

ピン番号 信号名

1 TTL_IN_1 + （LEDアノード）

2 TTL_IN_1 - （LEDアノード）

3 TTL_IN_2 + （LEDアノード）

4 TTL_IN_2 - （LEDアノード）

5 TTL_IN_3 + （LEDアノード）

6 TTL_IN_3 - （LEDアノード）

7 TTL_IN_4 + （LEDアノード）

8 TTL_IN_4 - （LEDアノード）

9 TTL_IN_5 + （LEDアノード）

10 TTL_IN_5 - （LEDアノード）

11 TTL_IN_6 + （LEDアノード）

12 TTL_IN_6 - （LEDアノード）

13 TTL_IN_7 + （LEDアノード）

14 TTL_IN_7 - （LEDアノード）

15 TTL_IN_8 + （LEDアノード）

16 TTL_IN_8 - （LEDアノード）

表 42. 入力端子ブロックのピン配列

1+

1-

8+

8-
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出力端子ブロック

図 49は、出力端子ブロックのピン番号を示しています。

 図 49. 出力端子ブロックのピン番号

表 43は、出力端子ブロックのピン配列を示しています。

ピン番号 信号名

1 TTL_OUT_1 + （コレクタ）

2 TTL_OUT_1 - （エミッタ）

3 TTL_OUT_2 + （コレクタ）

4 TTL_OUT_2 - （エミッタ）

5 TTL_OUT_3 + （コレクタ）

6 TTL_OUT_3 - （エミッタ）

7 TTL_OUT_4 + （コレクタ）

8 TTL_OUT_4 - （エミッタ）

9 TTL_OUT_5 + （コレクタ）

10 TTL_OUT_5 - （エミッタ）

11 TTL_OUT_6 + （コレクタ）

12 TTL_OUT_6 - （エミッタ）

13 TTL_OUT_7 + （コレクタ）

14 TTL_OUT_7 - （エミッタ）

表 43. 出力端子ブロックのピン配列

1+

1-

8+

8-
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15 TTL_OUT_8 + （コレクタ）

16 TTL_OUT_8 - （エミッタ）

ピン番号 信号名

表 43. 出力端子ブロックのピン配列
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パラレル I/O回路
この節では、外部I/Oモジュールにおける入力および出力回路の代表的な回路図を記載します。

注 これらの回路図は外部ディスクリート入力および出力にのみ適用されます。

入力回路図

図 50は、代表的な入力回路図を示しています。

 図 50. 代表的な入力回路図

オプト ビジョンプロセッサへ

+5 V

+5 V

電源投入リセット

入力 -

入力 +

1KΩ

アイソレータ
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出力回路図

図 51は、代表的な出力回路図を示しています。

 図 51. 代表的な出力回路図

+5 V

電源投入リセット

+5 V

オプトアイソレータ
出力 +

出力 -

ビジョン
プロセッサ出力
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